
106S

哲
學
研
嚇
究
　
第
三
十
醗

實
践
理
性
批
判
の
根
本
問
題
に
重
て

五
六

世
　
良
　
壽
　
男

序
　
　
言

　
カ
ン
ト
の
實
践
理
性
批
到
め
問
題
は
、
大
町
歴
れ
を
三
つ
に
分
ち
て
考
へ
る
こ
と
が
出
來
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、

思
ふ
。
即
ち
第
一
は
ゆ
置
徳
法
の
問
題
で
、
之
れ
は
か
の
『
道
徳
の
形
弼
上
町
の
基
礎
』
に
於
て
確

立
せ
ら
れ
π
る
道
徳
法
璽
．
概
念
を
ば
、
更
ら
に
嚴
密
に
駿
展
し
て
、
凡
て
の
質
量
的
原
理
を
ば
、
乙
れ

の
申
よ
ム
排
除
し
、
道
徳
法
の
先
天
性
、
形
式
性
を
ば
力
率
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
h
自
、
、
由
の
問
・

題
で
、
早
れ
は
か
の
、
第
一
批
到
に
於
て
再
興
的
、
蓋
然
的
に
認
容
せ
ら
れ
π
る
解
発
膿
及
再
由
、
の
，
、
概

念
を
ば
、
實
践
的
見
地
よ
ウ
考
察
し
、
之
れ
を
ば
道
徳
法
の
實
在
室
篠
と
し
て
、
積
極
的
、
必
然
的
に
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
＼
ミ
～
，
．
、
，
．
／
　
　
　
　
　
　
・

れ
の
可
能
を
ば
論
究
し
た
庵
の
で
あ
る
。
第
三
は
戸
簸
高
善
の
問
題
で
、
こ
は
威
性
的
理
性
的
生
類

と
し
て
の
発
問
の
理
想
早
る
、
徳
と
薦
と
の
合
致
が
果
し
て
可
能
な
ウ
や
、
叉
可
能
な
つ
と
せ
ば
如

何
な
る
意
味
に
於
て
可
能
な
ウ
や
、
を
論
じ
π
も
の
で
、
カ
ン
レ
は
、
所
謂
井
野
理
性
の
二
律
背
反
を



ぱ
解
く
こ
と
に
よ
ヶ
て
、
之
に
解
決
を
與
へ
で
る
る
。
而
て
右
の
中
、
皇
嗣
及
第
二
の
問
題
は
、
主
と

し
て
本
書
第
一
章
の
分
析
論
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
、
第
三
の
問
題
は
、
第
二
章
、
辮
暴
論
の
主
題
で
あ
る
。

然
し
、
こ
の
第
三
の
問
題
は
、
カ
ン
ト
の
道
徳
學
に
於
て
必
ず
し
も
重
要
の
位
置
を
占
む
る
も
の
で

は
な
い
。
吾
人
は
今
次
に
、
こ
の
第
二
批
判
の
中
心
問
題
と
も
云
ふ
べ
き
、
第
一
及
第
二
の
問
題
を

ば
、
カ
ン
ト
に
從
ひ
て
、
そ
の
概
要
を
ば
辿
う
、
彼
の
先
験
倫
理
學
の
根
・
本
思
想
を
ば
考
へ
て
見
た
い

と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
口
　
純
梓
實
践
理
性
の
最
高
原
理
の
農
開

　
　
ロ
　
今
吾
人
は
、
純
粋
嘉
定
理
性
の
最
高
原
理
に
、
つ
き
て
考
察
す
る
に
培
田
6
へ
先
づ
注
意
し
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
こ
の
第
二
批
到
の
出
密
命
が
何
故
に
第
一
批
到
に
於
け
る
如
く
直
槻
に
あ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ら
ず
し
て
原
理
で
あ
る
か
、
と
い
ふ
ε
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
元
謡
曲
紳
理
論
理
性
の
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
は
、
悟
性
に
心
し
て
與
へ
ら
れ
π
る
樹
象
の
認
識
と
關
忘
す
る
。
而
て
こ
の
面
皮
の
認
識
妹
直
観

　
に
於
て
輿
へ
ら
れ
π
る
雑
多
が
純
粋
概
念
に
よ
り
て
綜
合
統
一
せ
ら
る
㌧
と
に
よ
り
て
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
可
能
な
る
を
以
て
、
必
然
的
に
、
そ
れ
の
分
析
的
考
察
は
、
域
畳
の
批
判
と
云
ふ
こ
と
よ
ウ
し
ぞ
始
あ

㎜
な
け
れ
ば
な
ら
購
而
し
て
そ
の
次
ぎ
に
漸
次
柳
翻
卿
理
に
進
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
発

　
　
　
　
　
費
践
理
縫
批
鋼
の
根
本
問
題
’
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汎
七
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R
る
に
之
れ
に
反
し
て
．
實
践
理
性
の
批
興
に
あ
う
て
は
、
こ
は
認
識
せ
ら
る
べ
き
封
象
と
は
既
係

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
な
く
．
唯
だ
野
象
を
ば
實
現
す
。
へ
き
自
己
特
有
の
能
力
だ
る
意
志
に
の
み
關
係
す
る
を
以
っ
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
實
践
理
性
は
毫
竜
直
槻
の
郵
象
を
ば
．
與
ム
る
必
要
な
く
、
唯
だ
理
性
の
二
期
を
ば
與
ム
れ
ば
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り

　
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
實
践
理
性
の
批
到
は
，
先
天
「
的
「
な
多
野
践
的
原
、
理
ζ
の
、
可
、
能
と
ぴ
ふ
≧
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も

　
う
出
黒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
て
そ
の
後
に
於
い
て
實
践
理
性
の
恩
讐
の
概
念
、
最
後
に
純
樺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
實
が
践
理
性
の
、
威
性
に
封
ず
る
闘
係
、
帥
ち
實
践
理
性
の
動
機
の
考
察
に
進
み
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
諏
。
こ
れ
こ
の
第
二
批
鋼
の
分
析
論
の
順
序
が
、
第
一
欝
乎
の
そ
れ
と
全
↑
蓮
に
な
っ
た
所
以
で

　
－
あ
る
。

　
　
二
　
さ
て
、
カ
ン
ト
が
、
乏
の
實
践
理
性
の
最
高
原
理
の
分
析
的
考
察
を
な
す
に
當
う
て
、
先
づ
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
一
に
．
提
出
し
た
る
問
題
は
、
純
粋
理
性
は
果
し
て
實
践
的
π
ム
得
る
や
否
や
。
換
言
す
れ
ば
、
『
純

　
粋
理
性
は
、
そ
れ
膚
身
に
て
意
志
の
規
定
に
充
分
な
う
や
。
　
叉
は
経
験
的
に
翻
約
せ
ら
れ
π
る
竜

　
の
と
し
て
の
み
、
意
志
の
規
定
た
う
得
る
竜
の
な
り
や
否
や
◎
』
禽
・
9
ワ
＜
・
崖
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
た
。
而
て
此
の
問
題
に
答
ふ
る
纏
め
に
、
カ
ン
ト
は
先
づ
格
牽
と
馬
糧
的
法
則
と
の
二
概
念
を
ば

　
匠
別
し
、
而
て
此
の
後
者
邸
實
践
的
法
則
の
本
質
を
ば
明
か
に
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
純
牌
理
性
が
、

　
そ
れ
自
身
の
み
に
て
充
分
實
践
的
た
う
得
る
、
こ
と
を
寵
せ
ん
と
し
控
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
カ
ン
》
に
よ
れ
ば
．
一
般
に
實
践
的
原
理
と
は
．
『
多
く
め
實
践
的
規
律
が
從
坐
す
る
腱
の
、
意
志

　
の
普
遍
的
規
定
を
含
む
命
題
で
あ
る
。
』
（
嘆
●
＜
●
ト
っ
H
）
而
て
此
等
原
理
は
、
、
『
制
絢
が
、
唯
だ
主
観
の
意
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
志
・
に
封
し
て
の
み
姜
當
な
る
も
の
と
し
て
、
主
観
よ
り
認
め
ら
る
る
時
は
、
そ
は
圭
観
的
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
格
率
（
竃
⇔
江
山
Φ
）
で
あ
る
。
然
る
に
制
約
が
、
客
観
的
に
噛
帥
ち
凡
て
の
理
性
的
生
類
の
意
志
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
　
へ

　
野
し
て
妥
當
な
る
竜
の
と
し
て
認
め
ら
る
る
時
は
、
客
観
的
で
あ
谷
即
ち
實
践
的
法
則
（
娼
唇
鐸
ぎ
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
①
。
・
O
＄
Φ
箭
）
で
あ
る
。
』
（
嘆
く
』
団
）
そ
れ
故
に
格
率
は
、
或
る
生
類
の
主
観
が
、
よ
っ
て
以
て
行
爲
す
る
噛

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
露
の
主
観
的
原
理
た
る
に
反
し
、
畢
生
的
法
剛
は
、
凡
て
の
理
牲
的
生
類
が
、
よ
っ
て
以
っ
て
行
爲
せ

　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
へ
　

リ
　

ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ

　
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
腱
の
客
観
的
原
理
で
あ
る
。
（
Q
滋
雨
観
①
σ
Q
毒
σ
導
α
9
と
云
ム
ζ
と
が
田
早
る
。

　
．
然
る
に
今
、
こ
の
實
践
的
法
則
は
、
理
性
が
意
志
の
唯
一
の
規
定
根
愚
な
ら
ざ
る
腱
の
生
類
に
甥

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
し
て
は
．
｝
般
に
命
令
（
H
琶
娼
Φ
影
鉱
く
）
と
し
て
現
は
れ
て
以
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
は
行
爲
の
客
観
的
，

　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
へ

　
強
制
を
表
は
す
馬
丁
（
こ
Q
亀
曾
）
に
よ
ウ
て
特
性
付
け
ら
る
る
規
律
と
し
て
現
は
れ
て
來
る
。
　
（
喝
5

　
ぐ
』
b
診
）
　
而
て
、
此
の
當
爲
は
、
若
し
理
性
が
意
志
を
ば
完
全
に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
行
爲
は
だ
し
か
に

　
此
の
規
律
に
從
ふ
て
起
る
な
る
べ
し
、
と
云
ふ
こ
と
を
ば
示
せ
る
竜
の
な
る
を
渉
て
、
從
っ
て
此
の

　
命
令
は
客
槻
的
委
當
性
を
有
し
．
か
の
主
観
的
原
理
と
し
て
の
格
牽
と
全
然
そ
の
性
質
を
異
に
し

㎜
て
居
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
・

　
　
　
　
　
蜜
践
理
性
蜘
判
の
根
本
照
門
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琉
九
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囎
　
　
然
る
に
今
カ
ン
ト
℃
從
へ
ば
一
般
に
吾
人
の
實
践
的
生
活
に
現
は
れ
來
る
命
令
に
は
二
種
あ

一
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
る
。
帥
ち
一
は
假
言
命
令
〔
ξ
昏
夢
Φ
募
。
｝
｝
Φ
二
8
彫
影
野
ぐ
）
で
、
他
は
定
言
命
令
（
ζ
な
σ
q
。
門
ぎ
｝
δ
巴
H
影
驚
雷
夢
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

　
で
あ
る
。
前
者
は
、
『
軍
に
結
果
及
び
そ
れ
の
到
達
に
青
し
て
の
み
、
理
性
的
生
息
の
因
果
性
の
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
件
を
ば
規
定
し
、
一
後
者
は
『
結
果
を
生
ず
る
に
充
分
な
り
や
否
や
に
關
せ
ず
、
唯
だ
意
志
を
の
み

　
規
定
す
る
』
竜
の
で
あ
る
。
㊨
弓
・
ぐ
・
器
）
　
そ
れ
故
に
こ
の
後
者
帥
定
言
命
令
の
み
が
嚴
密
な
る
意

　
味
に
於
て
命
令
、
從
っ
て
實
践
的
法
則
た
る
乙
と
が
出
來
る
。
　
こ
れ
前
者
即
假
言
命
令
は
、
吾
人
が

　
意
志
す
る
腱
の
或
物
に
封
ず
る
手
段
と
し
て
、
可
能
的
行
客
の
實
践
的
必
然
性
を
ぱ
要
求
す
る
．
と

　
い
ふ
と
を
ば
示
す
に
過
ぎ
ぎ
る
に
反
し
、
後
者
帥
定
言
命
令
は
。
他
の
目
的
に
封
ず
る
關
係
な
く
、
そ

　
れ
自
身
に
客
観
的
必
然
的
と
し
て
、
行
爲
を
ば
表
象
す
る
腱
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

　
て
三
皇
理
性
の
唯
一
の
規
定
根
擦
は
ど
の
實
践
的
法
則
叉
は
定
言
命
令
で
あ
る
。
帥
ち
乙
の
實

　
践
的
法
則
に
嘗
て
の
み
純
粋
理
性
は
實
践
的
だ
る
ど
を
得
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
か
の
最
初
に
．

　
提
出
せ
ら
れ
た
る
問
題
即
ち
、
『
純
粋
理
裡
は
寒
し
七
實
践
的
た
・
う
得
る
や
』
・
外
相
協
周
題
嫉
ζ

　
と
に
即
『
實
践
的
享
法
㌃
甲
西
ば
，
定
言
命
「
令
は
」
果
し
て
可
能
な
－
♪
や
』
：
と
熔
ム
・
「
問
題
と
し
・
て
い
こ
を
改
む

　
拓
〔
導
電
、
が
家
、
る
。
　
こ
れ
此
の
如
き
法
定
に
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
、
乙
津
そ
れ
の
本
質
上
必
然
的

　
に
意
志
を
ば
充
分
直
接
的
に
規
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。



　
　
三
　
会
、
零
，
ン
…
磯
、
に
毫
よ
，
れ
∴
ぱ
い
右
竃
の
一
如
．
彗
．
實
、
践
－
的
∵
法
－
則
－
が
訟
仔
在
・
す
る
－
と
、
ψ
、
・
が
、
こ
，
と
－
は
ψ
ζ
、
れ
－
絶
晶
劉

－
鰍
碍
芸
園
鳶
と
φ
，
鞘
脚
ぬ
、
轡
圏
碑
騨
實
、
豊
野
藏
弩
ぎ
暮
昼
－
で
あ
る
・
元
來
道
徳
的
法
剛
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
何
等
理
性
の
先
行
の
所
與
、
例
へ
ば
か
の
自
由
の
意
識
と
い
ふ
が
如
き
も
の
よ
ウ
8
し
て
謹
明
す
る

　
ζ
と
ば
出
來
．
風
。
（
自
由
の
意
識
は
．
却
っ
て
道
徳
的
法
則
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
か
ら
。
）
而
か
竜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
ζ
は
妻
ほ
い
直
領
罫
直
塞
観
試
解
毒
・
平
経
・
駐
的
直
観
産
・
も
－
撮
縷
ぜ
、
ざ
、
る
，
腱
．
璽
先
夫
－
綜
合
命
題
と
・
し
七
吾
人

　
に
3
迫
・
ウ
來
・
る
あ
・
で
、
あ
る
。
（
鷲
曹
ぐ
．
。
。
吋
）
そ
れ
故
に
こ
の
道
徳
的
法
期
は
叉
假
令
吾
人
が
、
輕
験
申
に
2

　
そ
れ
に
封
ず
る
充
分
の
服
從
め
實
例
を
ば
見
出
す
ζ
と
・
が
禺
摩
ぬ
、
と
い
去
こ
と
が
許
き
る
う
≧

　
寅
る
竜
、
そ
は
な
ほ
吾
人
が
先
天
的
に
意
識
し
、
且
つ
必
然
的
に
確
實
な
る
純
粋
理
性
の
事
實
と
し

　
て
與
ぺ
U
ら
る
る
庭
の
竜
の
で
あ
る
。
從
っ
て
道
徳
的
－
法
則
め
客
「
観
的
實
在
性
は
、
思
辮
的
叉
は
経
，

　
瞼
・
的
に
’
支
持
せ
ら
れ
た
る
理
論
理
性
の
凡
七
の
努
力
に
よ
る
如
何
な
る
縮
繹
に
・
よ
う
・
て
も
謹
明

　
す
｝
る
之
と
を
得
な
い
。
　
看
て
假
令
吾
人
が
、
そ
れ
の
必
然
的
下
露
性
を
ば
断
念
せ
ん
と
し
て
も
、
そ

　
は
輕
験
に
よ
め
て
是
認
す
る
を
得
ず
、
從
て
後
天
的
碇
謹
明
せ
ら
れ
得
な
い
、
而
か
も
な
ほ
、
ど
乙
ま

　
で
も
其
自
身
に
於
て
確
立
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
（
箪
く
・
ミ
）
但
し
ζ
乙
に
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
道
徳
的
法
意
が
理
性
の
事
實
と
し
て
輿
へ
ら
れ
て
る
る
と
い
ふ
六
合
の
事
實
と
い
ふ
こ
と
は
、

㎜
『
決
し
て
経
験
的
の
事
實
で
は
な
く
し
て
、
こ
の
法
則
に
よ
う
て
膚
か
ら
を
ぱ
本
來
立
法
的
（
翁
脚

　
　
　
　
　
賃
践
　
遡
U
M
性
批
判
　
の
　
根
本
問
』
題
に
　
就
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
爾
哲
　
學
　
　
榊
憐
　
出
％
　
　
　
第
一
二
　
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
∀
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

峨
　
此
の
如
く
欲
す
る
。
余
は
此
の
如
く
命
ず
る
。
　
惹
く
◎
一
。
ω
凶
。
軸
嵩
げ
②
。
と
し
て
由
か
ら
を
表
象
す
る

　
虜
の
純
粋
理
性
の
特
有
の
事
實
』
（
℃
ド
ζ
。
。
刈
）
を
指
し
だ
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
こ
は
決
し
て
心
理

　
的
経
験
的
の
事
實
で
な
く
し
て
．
ど
こ
ま
で
竜
論
理
的
、
先
験
的
の
事
實
を
指
し
泥
障
の
で
あ
る
、
と

　
云
ム
こ
と
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
如
く
、
遺
徳
的
法
幣
は
、
吾
人
に
於
け
る
理
性
の
事
實
と
し
て
、
吾
人
は
こ
れ
が
存
在
に
つ

　
き
て
決
し
て
云
ふ
こ
と
は
出
來
諏
。
然
ら
ば
此
の
如
き
理
性
の
事
實
と
し
て
の
道
徳
的
法
期
の

　
－
本
，
質
友
形
式
は
、
如
何
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
だ
ら
う
か
。
之
れ
が
次
に
起
ム
來
る
問
題

　
で
あ
る
。

　
　
四
　
カ
ン
ト
は
實
践
的
原
理
と
し
て
の
道
徳
的
法
則
の
先
験
的
確
立
に
當
ウ
て
．
先
づ
法
用
の

　
槻
野
中
よ
ウ
凡
て
の
實
質
的
要
素
を
ば
排
除
す
べ
き
こ
と
を
ば
力
説
し
た
σ
　
即
ち
彼
れ
に
よ
れ

　
ば
．
『
凡
て
、
欲
求
能
力
の
迫
撃
（
實
質
）
を
ば
、
意
志
の
規
定
の
規
定
根
篠
と
し
て
豫
坐
す
る
庭
の
實
践

　
的
原
理
は
、
悉
く
糎
験
的
で
あ
っ
て
、
何
等
の
實
践
的
法
則
を
竜
與
ふ
る
こ
と
は
出
來
諏
。
』
（
で
噌
・
ぐ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
悼
。
。
ト
9
翫
客
N
ご
何
と
馨
れ
は
．
此
の
如
き
實
質
的
原
理
は
、
常
に
甥
象
の
表
象
及
び
ヒ
の
表
象
の
．
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
観
に
封
ず
る
早
雪
、
帥
ち
快
不
快
の
威
情
と
連
記
し
て
居
る
。
然
る
に
吾
入
は
甥
象
の
表
象
に
つ

　
き
て
、
そ
．
れ
が
快
叉
は
不
快
と
結
合
せ
る
や
、
或
は
叉
全
然
無
關
、
心
的
な
り
や
、
と
い
ふ
こ
と
に
關
し



1075

て
は
．
こ
を
先
天
的
に
認
識
す
る
．
こ
と
を
得
な
い
。
從
っ
て
此
の
如
き
揚
合
に
あ
・
9
て
は
、
意
志
の

規
定
根
擦
は
全
く
偶
然
的
、
特
殊
的
で
あ
9
て
、
決
し
て
法
剛
と
し
て
の
必
然
性
普
遍
性
を
ぱ
要
求

す
る
乙
と
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞

　
今
若
し
、
實
質
的
原
理
に
し
て
以
上
の
如
く
、
決
し
て
實
践
的
法
則
陀
る
こ
と
を
ぱ
得
な
い
と
す

　
　
　
　
　
　
げ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ヘ
　
へ

れ
ば
、
こ
の
画
聖
的
法
期
の
本
質
は
、
平
然
實
質
的
で
な
く
し
て
形
式
的
で
あ
う
、
内
容
的
で
な
く
し

　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
伊

て
純
粋
で
な
け
れ
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
實
践
的
法
期
は
、
そ
れ
が
意
志
の
直
接
な
る
規
定

根
櫨
で
あ
る
限
づ
、
之
は
何
等
封
事
の
表
象
と
は
華
甲
な
く
、
軍
な
る
格
牽
そ
の
竜
の
の
形
式
で
な

け
れ
ば
な
ら
漁
。
か
く
て
こ
こ
に
、
『
理
性
的
生
類
に
し
て
、
そ
れ
の
格
率
を
ば
、
實
践
的
普
遍
的
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
へ

劉
と
し
て
考
ム
る
弱
め
に
は
、
彼
は
此
の
格
率
を
ぱ
、
實
質
に
關
し
て
に
あ
ら
ず
し
て
、
軍
に
形
式
に

關
し
て
の
み
、
意
志
の
規
定
根
篠
を
含
む
嘘
の
原
理
と
し
て
考
ム
る
こ
と
を
得
る
の
み
で
あ
る
』

6
鐸
ζ
。
。
H
蓄
貯
ω
帥
訂
目
ご
と
云
ふ
命
題
が
成
立
す
る
。
然
ら
ば
此
の
如
く
、
全
く
實
質
に
關
係
な

く
、
純
粋
に
形
式
的
な
る
、
實
践
的
法
則
と
は
果
し
て
如
何
な
る
竜
の
で
あ
ウ
、
叉
こ
は
如
何
様
に
吾

人
の
意
識
に
窺
は
れ
來
う
、
吾
人
の
意
志
を
規
定
す
る
か
。
　
叉
此
の
如
き
法
鋼
に
規
定
せ
ら
る
る

意
志
の
性
質
は
如
何
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
毅
で
あ
ら
う
か
。

　
五
　
先
づ
道
徳
的
法
刷
に
し
て
、
全
く
そ
れ
の
實
質
に
關
麗
な
く
純
形
式
的
で
な
け
ば
な
ら
ぬ

　
　
　
　
費
蹉
理
挫
批
判
の
根
本
問
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恕
三



重076

　
　
　
　
哲
鍛
　
研
究
　
　
第
【
二
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
四

と
す
れ
ば
．
換
言
す
れ
ば
、
吾
人
は
道
徳
的
法
期
の
概
念
申
よ
う
凡
て
の
質
料
的
要
素
を
ぱ
捨
象
し

絡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
そ
ビ
ー
に
、
残
諸
留
、
す
、
る
，
道
徳
・
的
二
石
刷
め
看
概
定
念
あ
喉
－
ぬ
．
の
幽
門
は
、
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

超
が
§
自
、
己
、
の
、
立
て
π
る
法
則
に
從
ひ
て
働
く
と
い
ふ
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
普
－
遍
・
的
立
法
λ
鑑
σ
e
Φ
蟹
Φ
言
Φ

、
O
Φ
器
9
σ
Q
Φ
ぴ
壱
σ
q
）
と
勢
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
乙
の
普
遍
的
立
法
と
い
ふ
形
式
そ
の
竜

の
が
、
溢
徳
的
法
則
の
唯
一
の
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
こ
こ
に
滋
徳
的
法
剥
は
、
そ
れ

の
最
竜
根
本
的
な
る
・
型
式
と
し
て
、
次
の
如
く
に
、
こ
れ
を
表
は
す
こ
と
が
出
叢
る
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　

へ
　

リ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　

へ

　
　
『
汝
り
意
志
の
格
率
が
、
常
に
。
同
時
に
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
鴨
宮
し
得
る
や
う
に
行

　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
爲
せ
よ
。
一
（
鷲
・
ぐ
．
Q
◎
O
）

　
而
て
カ
ン
ト
は
、
儲
れ
を
ば
、
か
の
『
滋
徳
の
形
而
上
學
の
基
礎
』
に
減
て
は
、
左
の
如
く
に
表
は

し
て
居
る
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
　
マ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

マ
　
ヘ
　

ヘ
　

へ
　
　
も

　
　
『
普
遍
的
法
則
と
な
る
こ
と
を
ば
、
汝
が
意
志
し
得
る
如
き
格
寧
に
徒
ひ
て
の
み
行
爲
せ
よ
。
』

　
　
（
Q
姦
α
）

　
郎
ち
吾
入
の
意
志
規
定
が
、
普
遍
的
立
法
叉
は
普
遍
的
法
則
の
要
求
に
適
ふ
様
に
行
爲
せ
よ
、
と

い
ふ
こ
と
が
、
此
の
玄
徳
藩
法
瑚
の
根
本
的
の
歯
舌
で
あ
る
。
而
て
カ
ン
ト
は
、
こ
の
普
遍
的
立
法
、

叉
は
普
遍
的
法
則
と
い
ふ
乏
を
ば
撹
徳
的
法
則
の
標
徴
と
し
て
、
二
女
の
道
徳
的
債
値
を
批
劃
せ



　
ん
と
す
る
の
で
．
あ
る
。

　
　
カ
ン
ト
は
日
ぷ
、
今
余
は
、
あ
ら
ゆ
る
確
實
な
る
手
段
に
よ
ム
て
膚
己
の
財
産
を
ば
早
大
す
る
、
こ

　
と
を
ば
余
「
の
格
率
と
解
し
早
う
と
せ
よ
。
而
て
そ
れ
の
所
有
者
が
死
し
、
そ
れ
に
醸
す
る
如
何
な

　
る
謹
書
も
潤
う
居
ら
ざ
る
依
托
物
か
今
町
の
手
申
に
あ
互
と
せ
よ
。
此
の
如
き
は
余
の
格
牽
の

　
適
用
の
好
機
で
あ
る
。
唯
だ
こ
の
場
合
余
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
虚
は
、
そ
の
絡
率
が
果
し
て
普
遍

　
的
立
法
と
し
て
褒
則
し
得
る
や
否
や
、
換
言
す
れ
ば
、
此
の
格
率
が
法
則
の
形
式
を
ば
と
ム
得
る
や

　
否
や
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
面
て
余
は
直
ち
に
、
か
か
る
原
理
が
、
法
則
と
し
て
そ
れ
肖
ら
を
ば
不
㌔

　
幸
す
る
、
と
い
ム
こ
と
を
ば
知
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
、
若
し
然
ら
ざ
れ
ば
、
世
に
は
依
托
物
が
存
狂
せ

　
ざ
る
べ
し
、
と
い
ふ
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
吾
人
が
法
則
と
し
て
認
め
ん
と
す
る
腱

　
の
實
践
的
法
馬
は
必
ず
普
遍
的
の
特
質
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
て
こ
の
普
遍
的
立
法
と

　
い
ぶ
特
質
に
矛
盾
す
る
如
き
格
率
は
決
し
て
こ
を
法
華
と
な
す
こ
と
が
出
家
ぬ
、
と
云
ふ
こ
と
が

　
出
來
る
あ
で
あ
る
。

　
　
六
・
今
苦
し
以
上
の
如
く
、
格
牽
の
輩
な
る
普
遍
甲
立
法
的
形
式
の
み
が
意
志
の
充
分
な
る
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
へ
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
定
根
縷
な
う
と
せ
ば
、
か
か
る
普
遍
的
立
法
的
形
式
に
よ
り
て
の
み
規
定
せ
ら
る
る
意
志
の
性
質

叩
は
洋
舞
な
る
竜
の
で
あ
ら
う
塑
叉
か
か
る
普
遍
的
立
法
的
形
式
そ
の
竜
の
・
認
識
は
如
何
に
し

　
　
　
　
　
轡
ハ
親
　
一
埋
．
性
撹
判
　
の
　
根
本
馴
凹
題
に
　
就
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
護

（



　
　
　
　
　
哲
，
攣
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
三
　
十
　
鱒
咽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
六

囎
　
て
起
う
來
る
の
で
あ
ら
う
か
。

エ

　
　
カ
ン
ト
に
…
從
へ
ば
、
元
來
法
則
の
軍
な
る
形
式
は
、
唯
だ
理
性
に
よ
ウ
て
の
み
表
象
せ
ら
る
る
を

　
以
て
．
帥
ち
そ
は
何
等
属
官
の
樹
象
で
は
な
く
、
從
っ
て
叉
現
象
に
識
せ
ざ
る
を
以
て
、
意
志
の
規
定

　
根
篠
と
し
て
の
形
式
の
表
象
は
、
膚
然
界
の
出
來
事
の
あ
ら
ゆ
る
規
定
根
擦
と
は
全
く
異
ら
ざ
る

　
を
得
な
い
。
而
て
若
し
．
普
遍
的
立
法
的
形
式
以
外
、
如
何
な
る
他
の
規
定
根
釣
も
、
意
志
に
封
し
て
，

　
法
則
と
し
て
役
立
ち
得
ず
と
せ
ぱ
、
此
の
如
き
意
志
は
、
當
然
現
象
の
自
然
法
、
即
ち
因
果
の
法
則
よ

　
う
し
て
、
全
然
埋
立
せ
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
而
て
此
如
き
濁
立
性
は
、
帥

　
．
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
ち
先
験
的
意
味
に
於
け
る
自
由
と
繕
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。
‘
礎
て
暗
算
の
露
な
る
立
法
的
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
式
の
み
を
法
鋼
と
．
な
し
得
る
腱
の
意
志
は
、
即
ち
猿
面
意
志
（
輪
臆
魚
霧
ぞ
建
①
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
そ
れ
故
に
、
普
遍
的
立
法
的
形
式
と
し
て
の
實
践
的
法
則
は
唯
だ
こ
の
自
由
意
志
の
豫
想
の
下
に

　
の
み
可
能
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
霞
。
然
し
な
が
ら
吾
人
は
今
こ
乙
に
、
實
践
的
法
剤
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

～
自
－
申
意
志
－
と
な
・
共
擦
－
質
－
上
、
如
、
何
に
相
關
係
せ
る
か
こ
の
實
践
的
法
則
は
ρ
寧
ろ
車
に
、
自
由
意
志
帥
　
”

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
・
純
下
車
践
、
理
－
性
・
そ
の
．
竜
、
め
の
．
自
、
畳
で
あ
勲
而
し
て
此
・
の
，
純
，
粋
實
践
・
理
性
．
は
、
薗
由
と
い
ふ
積
極
的

　
毒
念
と
全
く
「
同
一
な
る
も
の
で
な
い
・
・
か
ど
う
か
、
（
℃
哩
・
＜
．
。
。
隣
）
を
ば
問
題
に
す
る
竜
の
で
は
な
い
。

　
配
れ
等
の
こ
と
に
關
し
て
は
、
後
の
純
粋
實
践
理
牲
の
原
理
の
根
鑛
と
し
て
の
自
由
の
槽
利
付
け



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
場
合
に
嫌
う
、
乙
こ
に
は
、
唯
だ
、
こ
の
無
制
約
的
な
る
實
践
的
法
則
の
認
識
は
、
果
し
て
何
腱
よ
う

　
來
う
し
か
。
・
こ
は
自
由
よ
う
來
ウ
し
か
、
経
験
よ
ウ
來
ウ
し
か
、
叉
は
、
實
践
的
法
人
そ
の
竜
の
よ
う

　
來
う
し
か
、
と
い
ぶ
≧
と
に
つ
き
て
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
へ

　
　
先
づ
、
此
の
無
制
約
的
な
る
實
践
厳
法
期
の
認
識
は
、
決
し
て
脛
験
よ
う
來
る
と
は
出
來
諏
。
　
こ

　
れ
経
験
は
…
箪
に
現
象
の
言
出
の
認
識
を
興
ム
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
、
從
て
超
域
的
自
然
「
の
形
式

　
と
し
て
の
實
践
的
右
側
の
認
識
を
ぱ
興
ふ
る
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。
、
衣
虞
こ
の
實
践
法
、
則
、
・

　
－
④
一
認
豫
は
ρ
翠
、
自
、
申
・
．
よ
，
－
う
、
竜
來
5
る
毒
乏
な
出
．
來
」
澱
。
ζ
れ
自
由
に
歯
す
る
吾
人
の
最
初
の
概
、
念
は
．
全
、
，
．

　
“
溝
－
極
量
て
蓋
甲
人
－
は
－
ζ
め
自
由
に
「
9
予
て
決
て
直
接
的
に
こ
れ
を
意
識
す
る
、
こ
・
と
を
得
な
い
・
か

　
ら
。
　
か
く
て
こ
の
・
實
践
的
法
－
鋼
・
ゆ
認
識
は
、
必
然
的
に
．
實
践
的
法
則
・
そ
れ
自
身
．
よ
ヶ
、
先
天
的
に
起

　
窮
來
づ
、
、
カ
∵
も
－
9
で
な
け
，
れ
ば
な
ら
瞭
。
帥
悔
吾
λ
が
，
意
志
Q
雄
傘
を
ぱ
計
書
す
る
や
否
や
．
吾
人
．

　
に
㌔
最
ピ
蕗
、
最
、
初
・
に
、
現
は
れ
ハ
最
も
直
接
的
に
意
識
せ
ち
著
る
る
も
め
は
の
實
た
－
ζ
の
實
践
工
法
期
で
、
あ
、
る
。

　
換
』
員
す
．
れ
－
姦
靭
蘇
窪
測
絵
い
吾
、
入
あ
・
純
－
輝
理
性
・
が
＆
實
・
践
評
的
｝
越
な
ジ
添
や
「
否
や
一
ζ
れ
・
と
向
－
時
k
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
，
意
識
瞳
，
ら
れ
・
來
る
・
も
あ
n
ζ
ピ
の
翫
母
韓
辱
於
て
、
こ
は
純
糧
實
践
理
性
浸
の
も
の
の
嶽
麗
麗
ぽ
實
、
践
的
、

　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
へ
　
　
つ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
法
鋼
そ
の
も
④
の
良
－
畳
で
－
あ
る
い
と
言
糸
ζ
と
が
．
出
・
写
る
。
　
而
し
て
既
の
如
き
置
畳
は
．
吾
人
の
實

㎜
践
理
性
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
な
る
不
純
な
る
要
素
が
捨
象
せ
ら
れ
て
・
そ
れ
が
純
血
實
践

　
　
　
　
　
賓
践
理
裡
批
甥
の
根
本
・
問
題
に
戯
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



IC8D

　
　
　
　
箭
囲
　
攣
　
　
伽
鮒
　
究
　
　
　
第
　
磁
　
十
・
騰
　
　
　
艦
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八

理
性
即
ち
純
粋
意
志
そ
の
竜
の
に
な
れ
る
時
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
而
て
か
く
し
て
得
ら
れ
た
．

る
乙
め
實
践
翌
翌
期
を
ば
、
如
何
な
る
戴
性
的
制
約
に
よ
ム
て
竜
打
克
た
れ
ざ
る
、
否
な
置
く
ζ
れ

よ
ウ
早
立
せ
る
規
定
根
擦
と
し
て
、
乙
れ
を
表
は
す
乙
と
に
よ
ウ
て
、
始
あ
て
、
こ
は
直
接
的
に
膚
由

の
概
念
に
綾
で
導
き
行
く
の
で
あ
る
。

　
七
、
以
上
に
於
て
吾
人
は
實
践
的
法
則
が
、
そ
の
唯
一
の
標
徴
と
し
て
、
普
遍
的
立
法
、
即
ち
何
等
丁

除
外
例
な
き
普
遍
性
必
然
性
を
ば
有
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
綴
一
と
い
ム
こ
と
、
及
び
吾
人
の
意
志

そ
の
竜
の
が
純
粋
に
な
る
こ
と
に
よ
5
て
、
此
の
道
徳
的
法
曽
が
認
識
せ
ら
る
る
、
と
い
ふ
乙
と
を

見
虎
。
　
然
し
な
が
ら
此
の
如
き
實
践
的
法
則
の
特
質
は
、
吾
人
の
賢
徳
的
生
活
に
於
て
果
し
て
如

何
な
る
意
味
を
有
し
て
み
る
で
あ
ら
う
か
。
　
乙
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
、
自
然
法
に
於
け
る
普

遍
性
必
然
性
と
、
異
っ
て
み
る
で
あ
ら
う
か
。
カ
ン
墾
に
ま
れ
、
ば
、
此
實
蹟
的
法
曹
が
自
然
法
と
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
へ

動
で
、
瀞
、
犬
．
、
の
道
徳
的
生
活
め
h
規
定
根
櫨
と
な
ウ
得
る
は
、
乙
、
れ
が
肉
己
立
法
的
法
則
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
、
・
換
、
養
す
れ
ば
鴇
法
則
自
、
か
ら
が
自
畳
を
有
す
る
か
ら
・
で
「
あ
る
。
　
元
蘂
七
号
的
法
則
の
普

遍
性
必
然
性
と
は
、
決
し
て
外
部
的
な
事
實
的
な
普
遍
性
必
然
性
で
は
な
い
。
　
こ
は
内
面
的
な
論

理
的
な
普
遍
・
性
必
然
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
夫
故
に
、
假
令
此
世
界
に
於
け
る
凡
て
の
竜
の
が
、

實
潮
上
、
法
期
の
命
ず
る
腱
に
從
ひ
あ
る
と
す
る
も
、
こ
は
軍
に
偶
然
的
で
あ
っ
て
、
法
期
の
要
求
す
・



　
　
石
丙
面
鮒
普
遍
性
必
然
性
と
は
毫
略
關
す
る
慮
が
な
い
．
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
．
か
く
て
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
践
的
法
則
の
普
遍
性
必
然
性
の
究
極
的
の
翻
約
は
、
唯
だ
法
則
の
澱
め
に
法
則
を
ば
遵
守
す
る
、
と

　
　
い
ふ
こ
と
り
要
選
警
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
禧
て
輯
◎
意
馬
法
外
の
懸
守
ば
・
漆
刷
が
外
部
的
に
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
コ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
志
、
．
に
典
、
ぺ
．
．
ら
れ
、
意
毒
に
，
強
－
ひ
ら
れ
し
も
，
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
意
志
肖
か
ら
が
膚
己
に
止
し
て
與
ベ

　
　
ポ
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
し
，
法
「
則
．
郎
、
ち
。
白
ワ
己
立
．
法
、
的
法
、
側
な
垂
る
－
時
－
に
於
℃
、
⑳
み
始
、
め
て
宙
能
、
で
あ
る
。
激
し
こ
の
自
己
立

　
　
法
的
法
官
に
書
す
る
自
己
立
法
的
意
志
を
＠
カ
ン
・
嫉
こ
れ
を
帥
蜜
ぎ
膿
漏
と
呼
挙
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
養
し
て
、
自
己
以
外
の
他
の
法
号
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
る
る
意
志
を
ぱ
，
他
律
（
国
Φ
砕
霧
○
ロ
。
唐
）
と
呼
ん

　
　
で
る
る
。
、
謬
幹
、
彦
昌
の
究
樋
ρ
・
糧
蝶
起
無
罪
遺
塞
き
法
認
を
ぼ
・
制
約
し
ど
・
れ
を
ば
訂
能
凍
ら
，
，
、

　
　
レ
む
お
髭
あ
・
躰
の
ほ
・
・
意
志
φ
自
律
で
驚
る
之
言
は
轟
け
れ
ば
蓼
ら
・
臓
。
、
鞭
ち
理
性
が
自
律
的
な

　
　
る
限
∬
に
．
於
ム
て
、
そ
れ
の
與
ふ
る
法
則
は
無
制
約
的
の
内
的
普
遍
性
必
、
然
性
を
ば
要
求
す
る
こ
と

　
　
が
出
家
る
。
　
換
言
す
れ
ば
．
無
制
約
に
蛋
當
す
る
こ
と
が
出
來
る
℃
　
か
く
て
、
乙
之
に
、
定
理
四
、
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
訳
の
如
き
命
題
が
成
立
し
て
由
る
。
　
即
ち
　
『
意
志
め
自
律
は
、
凡
て
の
濫
徳
的
法
則
、
並
に
、
．
を
れ
、
，
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
從
ふ
義
務
の
唯
一
の
原
理
で
あ
る
じ
之
に
反
し
て
氣
随
の
あ
ら
ゆ
る
他
律
は
、
梅
等
責
任
め
根

　
、
篠
と
も
な
ら
ぎ
る
の
み
な
ら
す
、
却
っ
て
そ
の
責
任
の
原
理
及
び
意
志
の
遣
徳
性
の
原
理
に
相
反

．
融
甥
せ
る
も
の
で
あ
る
。
』
（
嘩
諺
自
・
ぼ
馨
H
ぎ

　
　
　
　
　
　
賓
践
　
理
　
性
　
　
　
湘
甥
　
の
、
戯
本
翻
凹
題
　
に
　
就
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
九



　
　
　
　
　
哲
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三
ナ
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七
〇

鯉
　
　
八
　
吾
入
は
今
や
カ
ン
ト
に
從
ひ
て
、
道
徳
密
室
の
本
質
を
探
ね
て
、
絡
に
意
志
の
肖
律
及
他
律

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扉

　
の
概
念
に
ま
で
到
翻
し
、
而
て
意
志
の
自
律
の
原
理
を
ば
道
徳
的
法
則
の
唯
一
の
原
理
と
な
す
芝

　
に
よ
ウ
て
、
道
徳
的
行
爲
の
根
祇
に
ま
で
進
ん
で
來
だ
。
帥
ち
温
血
及
び
道
徳
的
命
－
令
の
・
可
能
性

　
は
…
自
、
己
立
法
、
的
、
叉
は
爵
律
的
意
志
を
ば
、
必
然
的
に
．
豫
面
し
て
居
る
。
　
然
ら
ば
こ
の
自
己
立
法
的
、

　
自
律
的
の
意
志
は
、
果
し
て
如
何
な
る
も
の
を
豫
嘉
し
て
居
る
で
あ
ら
う
か
。
今
若
し
意
志
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
て
自
己
自
か
ち
の
立
法
者
な
う
と
せ
ば
、
彼
れ
は
自
己
自
か
ら
を
ぱ
規
定
し
、
而
て
彼
れ
の
行
爲
の

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
コ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
び

　
剛
般
的
原
因
で
あ
ウ
、
弼
て
同
時
に
凡
て
の
他
の
原
因
よ
う
し
て
面
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．
。
而

　
て
、
此
の
如
《
．
自
、
己
、
霞
か
ら
の
行
－
爲
「
の
肝
原
E
因
で
あ
ヶ
、
且
つ
、
凡
て
の
，
外
的
原
因
叉
は
規
定
根
擦
よ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
あ
－
濁
－
立
－
は
“
こ
れ
を
自
由
∵
萄
お
箇
Φ
一
げ
）
－
と
構
す
る
。
　
そ
れ
故
に
、
自
由
は
、
自
律
的
意
志
の
根
本
豫
想
で

　
な
け
れ
、
ば
な
ら
諏
。
然
る
に
．
今
若
し
、
吾
人
に
し
て
、
此
の
如
く
、
良
由
を
ば
輩
に
自
然
的
原
因
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う

　
の
濁
立
と
い
ム
や
う
に
の
み
解
す
る
な
ら
ば
．
こ
は
二
極
的
意
味
に
於
け
る
自
由
で
あ
っ
て
、
從
つ

　
て
自
由
の
本
性
を
捉
ふ
る
に
極
め
て
貧
弱
の
概
念
で
あ
る
志
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
そ
れ
「
故

　
一
義
「
若
」
』
思
缶
ゆ
に
；
し
で
・
肖
由
・
で
な
け
、
れ
ば
摩
ら
諏
と
す
れ
ば
、
そ
は
輩
に
自
然
よ
ウ
濁
立
せ
る
因

　
果
性
で
＝
あ
喝
添
厳
寒
ふ
“
に
善
止
ま
r
ち
「
ず
し
」
て
疲
れ
、
の
行
器
の
法
則
は
、
他
よ
、
ム
彼
れ
－
に
輿
・
へ
ら
れ
・
じ
「
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
へ

　
の
罎
あ
葦
る
享
げ
」
三
江
、
知
ら
し
許
彼
自
’
か
碁
ら
辱
が
』
ド
己
レ
£
界
馨
し
（
と
か
詠
馬
自
己
立
法
、
叉
抵
自
白
原
因
婁
を
ば



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

、
意
，
湿
し
～
凝
げ
～
艇
ぼ
汝
ら
ぬ
。
而
て
こ
れ
や
が
て
積
極
的
意
味
に
於
け
る
自
由
に
外
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
（
℃
鮮
く
・
。
。
㊤
・
）
然
ら
ば
此
の
如
き
積
極
的
意
味
に
於
け
る
自
由
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ

ら
5
か
。
今
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
威
性
界
に
於
て
は
、
原
因
と
し
て
の
或
事
物
の
概
念
は
、
結
果
と
し

て
の
他
の
事
物
の
概
念
に
出
せ
る
面
前
に
於
て
成
立
す
る
故
に
、
此
の
如
き
意
味
の
自
由
は
、
威
性

　
ヤ界

に
於
け
る
性
質
で
あ
る
こ
と
は
出
來
澱
。
從
て
こ
は
決
し
て
、
吾
人
の
理
論
的
認
識
の
封
豫
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ

な
る
乙
と
は
出
來
ぬ
。
か
く
て
乙
乙
に
、
實
践
的
法
則
の
根
本
豫
想
と
し
て
の
自
由
の
三
門
付
け

と
い
ふ
こ
と
が
、
絡
極
の
困
難
な
る
問
題
と
な
9
1
て
來
る
の
で
あ
る
。
而
て
カ
ン
ト
は
、
こ
れ
を
ぱ

主
と
し
て
．
『
純
粋
實
践
理
性
の
原
理
の
績
繹
に
就
て
、
』
の
章
に
於
て
論
究
し
て
居
る
。

二

純
粋
實
践
理
性
の
原
理
の
根
糠
と
し
て
の
自
由

の
樺
利
付
け

　
　
繭
　
前
に
竜
述
べ
た
る
如
く
、
純
粋
黒
点
理
性
の
最
高
原
理
と
し
て
の
遣
徳
的
法
則
は
、
威
性
直

　
観
、
從
て
二
八
よ
り
し
て
全
く
濁
訳
し
て
妥
當
す
る
腱
の
軍
な
る
概
念
よ
ウ
し
て
興
へ
ら
れ
る
。

　
而
て
此
の
法
則
は
理
論
理
性
に
野
し
て
ば
全
く
詮
明
す
べ
か
ら
ぎ
る
事
實
即
ち
純
粋
悟
性
界
を

瑚
指
ざ
す
事
實
否
な
純
粋
悟
性
界
の
法
則
そ
の
も
の
と
し
て
吾
人
に
現
は
れ
て
來
る
・
然
し
な
が

　
　
　
　
　
實
慶
理
性
挑
判
の
根
本
問
題
に
獣
て
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
囲



　
　
　
　
　
哲
．
學
　
研
　
究
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十
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七
二

鰯
　
ら
、
此
の
遣
徳
的
証
刷
が
此
の
如
く
、
全
く
経
瞼
よ
り
猫
諭
せ
る
超
商
界
の
法
則
と
し
て
吾
人
に
直

1

　
接
に
意
識
せ
ら
る
る
と
い
ム
こ
と
、
即
ち
こ
れ
が
吾
人
の
理
性
の
先
験
的
事
實
で
あ
る
と
い
ム
こ

　
噛
と
の
羨
め
に
、
道
徳
的
原
理
の
繊
繹
は
、
か
の
理
論
的
原
理
の
そ
れ
の
如
く
に
、
乙
れ
を
充
分
全
う
す

　
る
こ
と
は
出
演
澱
女
全
う
せ
ら
れ
得
な
い
の
が
當
然
で
あ
る
、
と
云
は
な
け
れ
ば
孜
ら
膿
。
乙
れ

　
道
箆
徳
的
法
囁
則
な
、
吾
入
に
、
於
け
る
，
唯
L
崖
．
的
實
と
践
的
囁
先
験
で
あ
壺
、
從
っ
て
ζ
は
凡
て
の
實
践
的
概
念

　
の
ゴ
根
－
抵
－
と
、
攻
璃
る
べ
・
，
き
竜
の
・
で
あ
っ
て
一
決
し
て
F
他
あ
概
念
よ
り
し
て
二
言
し
來
占
得
べ
き
竜
で
一
な

　
馨
㌧
ら
セ
あ
る
。
　
か
剣
客
此
－
の
・
滋
－
徳
的
、
法
覆
、
嬬
ど
こ
ま
で
竜
理
性
の
事
實
と
し
て
爽
見
し
確
立

　
せ
ら
る
べ
吟
も
あ
で
之
れ
が
績
繹
は
全
く
不
可
能
で
あ
う
、
叉
無
意
義
で
－
あ
る
と
去
・
ひ
得
る
の
で

　
あ
「
ゐ
。

　
　
然
し
な
が
ら
、
以
上
の
如
く
、
求
め
て
得
ら
れ
な
い
道
徳
的
法
鋼
の
績
繹
の
代
．
ウ
に
、
今
や
鼓
に
別

　
な
全
然
豫
期
せ
ら
れ
な
か
っ
た
庭
の
竜
の
が
駿
見
せ
ら
れ
π
の
で
あ
る
。
帥
ち
『
此
の
這
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
原
理
は
却
て
亘
る
不
可
思
議
な
る
能
力
、
帥
宮
由
の
能
力
の
績
繹
の
原
理
だ
る
乙
と
が
出
來
る
』

　
　
（
℃
ジ
＜
・
警
）
と
云
ぷ
こ
と
之
れ
で
あ
る
。
元
來
此
の
自
由
の
能
力
は
．
前
に
も
述
べ
だ
る
如
く
、
如
何

　
な
る
経
験
も
≧
れ
を
ば
詮
明
し
得
ぎ
る
慮
の
竜
の
で
あ
る
が
、
而
も
理
論
理
性
が
少
く
と
竜
可
能

　
と
し
て
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
π
も
の
で
あ
る
。
元
來
威
性
界
淀
於
け
る
生
類
の
因
果

O



　
　
性
の
規
定
は
、
そ
れ
濤
身
と
し
て
は
、
決
し
て
無
制
約
的
な
る
こ
と
を
得
獄
い
。
而
も
此
の
制
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
あ
ら
ゆ
る
系
列
に
封
し
て
は
、
必
然
的
に
、
無
制
約
者
（
個
癖
票
忌
亀
ぴ
σ
奄
げ
①
）
從
っ
て
、
魚
鋤
そ
れ
膚
か
ら

　
　
に
よ
り
て
の
み
、
規
定
せ
ら
る
る
因
果
性
が
。
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
糧
。
換
言
す
れ
ば
、
維
…
封
的
肖

　
　
登
の
能
力
と
し
て
の
自
由
の
理
念
は
、
理
論
理
性
の
領
域
に
於
て
も
．
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

　
　
つ
た
。
帥
ち
乙
は
醐
つ
の
限
界
概
念
と
し
て
、
規
剃
原
理
と
し
て
、
そ
れ
の
玄
翁
性
惣
ば
認
め
ぎ
る

　
　
を
得
な
か
つ
カ
。
而
竜
之
れ
が
輩
な
る
限
界
概
念
、
規
制
原
理
た
る
限
う
に
於
て
、
航
れ
を
此
の
現

　
　
實
界
に
於
て
實
現
す
る
こ
と
は
禺
來
な
か
つ
だ
。
　
帥
ち
此
の
薗
由
を
ば
、
蟹
走
に
行
動
す
る
生
類

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
認
識
に
懐
で
、
持
ち
來
た
す
こ
ど
は
出
來
な
か
つ
授
。
然
る
に
今
や
、
此
の
塞
虚
な
る
揚
厨
は
、
そ

　
　
れ
自
身
辮
護
の
必
要
な
ぎ
溢
徳
的
法
定
に
よ
ウ
℃
寝
た
さ
る
る
に
至
っ
た
。
即
ち
此
の
道
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
法
則
は
．
『
輩
に
紅
蓮
の
可
能
を
ば
讃
胆
す
る
■
の
み
な
ら
す
、
叉
そ
の
母
宮
を
遇
謹
明
す
る
に
至
つ

　
　
た
の
で
あ
る
。
』
（
鷲
く
・
罵
）
、
然
ち
－
ば
－
此
、
め
、
嘗
．
、
由
、
の
、
理
念
は
、
如
何
に
、
し
て
、
道
徳
的
法
期
、
，
を
通
じ
て

　
　
可
能
で
宰
あ
ち
巽
う
螂
。
叉
自
由
を
ぱ
一
つ
の
本
膿
的
因
果
牲
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
は
顯
何
に
し
て
か

　
　
の
自
然
的
因
果
性
に
要
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
禺
家
る
で
あ
ら
う
か
。
此
の
如
き
は
全
く
西
果

　
　
の
範
疇
の
超
験
的
適
用
と
し
て
理
性
認
識
を
逸
脱
し
．
た
竜
の
で
は
な
、
か
ら
う
か
。
　
こ
れ
等
の
疑

歯
問
に
答
ふ
る
盗
め
に
、
カ
ン
き
ば
、
先
づ
薗
果
概
愈
特
に
・
ユ
ニ
の
因
果
概
念
の
批
評
よ
ゐ
始
め

　
　
　
　
　
　
籔
蹴
理
牲
批
朔
の
根
本
閉
題
に
就
て
　
　
’
　
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



ユ085

る
。

哲
墨
　
研
　
究
　
　
第
三
十
貌

七
四
、

・
ニ
　
カ
ン
塾
以
爲
ら
く
、
若
し
ヒ
ユ
「
ム
に
し
て
．
一
般
に
爲
さ
る
る
如
く
、
経
験
の
二
三
を
ば
、
物

愈
愈
な
ウ
と
認
む
る
な
ら
ば
、
因
果
概
念
を
ば
、
全
く
虚
僑
且
つ
迷
妄
な
う
と
し
た
彼
れ
の
圭
張
は

正
當
で
あ
る
。
こ
れ
物
自
膣
に
期
し
て
は
、
或
事
物
A
が
輿
へ
ら
れ
あ
る
故
に
、
他
の
事
物
B
が
、
何

故
に
、
必
然
的
に
、
與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
滋
か
、
を
認
む
る
こ
と
が
出
來
漁
。
顧
て
物
自
膿
に
つ
き
て
、

此
の
如
き
先
天
的
認
識
を
許
す
こ
と
は
出
鉱
訟
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
若
し
此
の
経
験
の
封
象

に
し
（
、
現
象
な
う
と
ぜ
ば
、
吾
入
は
ヒ
ュ
「
ム
の
因
果
概
念
に
封
ず
る
考
へ
を
ば
決
し
て
正
當
で

あ
る
と
云
ム
≧
と
は
出
來
澱
。
Z
れ
此
の
因
果
概
念
は
、
決
て
彼
れ
の
主
張
す
る
如
く
に
経
験
の

結
果
と
し
て
得
ら
れ
π
も
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
経
，
験
及
、
る
れ
『
め
，
灘
、
象
、
ば
．
蝿
、
の
「
、
因
、
果
「
擶
念
に
よ

ム
て
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
吾
人
は
、
旧
訳
及
び
そ
れ
の
野
々
に
議
し
て
、
因
果
概

念
の
客
観
的
實
在
性
を
ば
讃
明
し
得
る
の
み
な
ら
す
、
叉
そ
れ
膚
か
ら
有
す
る
必
然
性
に
よ
ウ
て
、

先
天
概
念
と
し
て
、
之
を
ば
権
利
付
け
る
こ
と
が
出
訴
る
。
郵
ち
維
験
的
起
源
に
あ
ら
ず
し
て
、
純

粋
憎
性
よ
う
し
て
、
そ
れ
の
可
能
を
ぱ
示
す
こ
と
が
出
至
る
。

　
然
じ
な
が
ら
今
翻
っ
て
考
ふ
る
淀
か
の
可
能
的
経
験
の
三
筆
で
な
い
事
物
に
封
ず
る
因
果
概

念
の
適
用
と
い
ム
乙
と
は
、
果
し
て
絶
封
的
に
無
熱
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
前
に
園
述



　
べ
た
る
如
く
、
因
果
概
念
の
起
源
は
、
純
粋
悟
性
そ
の
も
の
の
申
に
あ
る
が
故
に
、
こ
の
因
果
概
念
は
、

　
う
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
封
象
一
般
（
威
性
的
叉
は
非
戚
性
的
何
れ
と
も
、
）
に
欄
漏
せ
．
ら
れ
得
る
慮
の
妥
當
概
念
で
な
け
れ

　
ば
な
顧
。
從
っ
て
威
性
的
醤
象
に
適
用
ぜ
ら
る
べ
き
薗
然
的
因
果
性
に
野
し
て
非
威
性
的
野
象

　
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
本
膿
的
因
果
性
帥
ち
自
由
を
認
む
る
ε
は
、
決
し
て
．
不
合
理
と
言
ふ
こ
と
は

　
出
來
顧
。
唯
だ
、
之
れ
に
要
せ
ら
る
べ
き
直
観
を
敏
如
せ
る
が
爲
め
に
、
吾
人
は
こ
の
本
営
的
因
果

　
　
　
　
㊥

　
性
即
膚
由
に
野
す
る
認
識
を
ば
有
し
得
な
い
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
三
　
今
吾
人
の
理
性
が
、
右
の
如
き
因
果
性
を
有
す
る
、
と
い
ム
こ
と
は
、
吾
人
が
實
二
上
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
．
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
課
ぜ
ら
る
る
庭
の
命
令
帥
ち
道
徳
的
法
剛
の
本
質
よ
ウ
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
二
二
道
徳
的
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

　
期
の
標
点
と
し
て
の
當
偶
は
、
全
隠
然
界
中
、
他
の
揚
合
に
あ
曾
て
は
、
毫
も
現
は
れ
て
二
二
い
露
の

　
、
必
然
・
性
と
確
實
性
と
を
有
っ
て
居
る
。
悟
性
は
自
然
に
下
し
て
、
唯
だ
現
に
存
在
し
、
過
去
に
於
て

　
存
在
せ
し
、
叉
未
來
に
於
て
存
在
す
る
菰
ら
ん
と
思
は
る
る
慮
の
も
の
を
ば
認
識
す
る
に
過
ぎ
な

　
い
。
然
る
に
か
の
當
爲
は
、
若
し
影
面
に
し
て
軍
に
肖
然
的
過
程
の
み
を
眼
中
に
ゐ
く
と
せ
ぱ
、
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
は
全
ぐ
無
意
義
の
懲
の
に
な
つ
そ
し
ま
う
で
あ
ら
う
。
　
吾
人
は
自
然
界
に
於
て
何
が
生
ず
べ
き

　
ぬ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
ド
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
筈
な
る
か
、
と
云
ム
ε
を
．
ば
問
ム
こ
と
は
出
血
綴
。
　
こ
は
恰
も
、
圓
は
如
何
な
る
性
質
を
有
す
べ
き

心
計
馨
グ
ピ
臨
書
と
が
出
奮
と
曼
で
あ
る
・
吾
人
は
磁
歪
資
然
界
に
於
て
何
が
起
る
塑

　
　
　
　
　
｛
買
鏡
理
．
純
批
剣
の
根
本
一
問
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
冠
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哲
學
研
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圭
ハ

叉
如
何
な
る
性
質
を
ぱ
闘
が
有
す
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
ば
問
ひ
得
る
の
み
で
あ
る
。
　
か
く
で
，
此

、
，
前
進
禽
の
委
解
す
る
慮
の
世
界
は
決
し
て
継
馬
界
で
な
く
し
て
．
超
懲
然
界
必
然
の
世
界
に
あ
ら

ず
ぜ
、
滋
、
、
自
由
め
－
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。

　
然
ち
ば
此
の
如
き
超
威
界
に
厩
す
べ
き
道
徳
的
命
令
、
又
は
當
爲
は
、
訂
然
的
動
作
と
し
て
の
吾

人
の
行
爲
に
現
し
て
、
果
し
て
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
で
あ
ら
う
か
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
此
の

国
幣
は
、
輩
な
る
概
念
以
外
何
等
他
の
根
嬢
を
竜
有
せ
ざ
る
可
能
早
行
爲
を
ば
衰
は
せ
る
嘘
の
も

の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
れ
に
…
拙
し
て
、
か
の
良
然
的
玉
作
に
於
て
は
、
そ
れ
の
根
国
は
常
に
現
象
で

な
け
れ
ば
な
ら
顧
。
そ
れ
故
に
當
爲
の
適
用
せ
ら
る
る
野
冊
は
、
全
く
同
時
に
自
然
的
制
約
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

に
於
」
て
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ρ
一
然
る
に
黒
め
肖
然
的
制
、
約
は
意
志
そ
の
竜
の
の
規
定
に
は

關
・
係
－
せ
ザ
」
し
て
、
却
で
唯
だ
、
現
象
中
に
於
け
る
そ
れ
め
結
果
に
の
み
關
係
す
る
。
　
そ
乙
に
は
吾
人

め
紐
二
重
を
刺
戟
す
る
多
く
・
の
原
因
が
あ
る
か
竜
知
れ
澱
。
㌔
或
は
叉
そ
こ
に
は
、
多
く
の
臓
．
性
的
の

読
丁
引
が
、
存
、
在
す
る
・
か
竜
知
れ
ね
。
．
而
竜
・
彼
・
等
は
、
決
，
し
で
、
當
爲
を
ば
生
み
出
す
こ
と
は
出
來
ぬ
。

却
て
唯
だ
肇
も
必
然
的
な
ら
ざ
る
爾
勇
常
に
他
よ
う
制
約
せ
ら
る
る
慮
の
意
欲
．
を
ば
遊
ウ
出
し

得
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
て
此
の
意
欲
に
序
し
て
、
理
性
よ
う
堕
せ
ら
る
る
威
の
か
の
星
置
が
常
に

相
野
立
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
即
ち
理
性
は
、
凡
て
の
経
験
的
に
與
へ
ら
る
る
根
鑛
に
聞
し
て
毫



　
屯
．
譲
る
腱
な
く
叉
現
象
界
に
於
け
る
事
物
の
秩
序
に
頓
着
す
る
腱
な
く
、
唯
だ
自
か
ら
充
分
の
膚

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
胃
性
を
以
て
潔
に
從
ふ
一
種
愛
し
異
な
－
る
秩
－
序
を
、
ば
造
ウ
禺
す
の
で
あ
る
。
而
て
此
の
秩
序
中

　
に
於
「
て
、
彼
れ
理
性
は
輝
験
胃
壁
約
を
ぱ
適
合
せ
し
め
、
叉
此
の
秩
序
に
從
ふ
て
、
彼
れ
は
、
之
泡
決
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
起
ら
ず
、
又
將
來
も
恐
ら
《
起
ら
ざ
る
可
し
と
思
は
る
る
腱
の
国
営
を
ば
，
必
然
的
と
し
て
主
張
す

　
る
の
で
あ
る
。
而
も
な
ほ
理
性
は
そ
れ
の
行
爲
に
評
し
て
因
果
性
を
有
す
、
と
い
ふ
こ
と
が
同
檬

　
に
内
定
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
若
し
理
性
に
し
て
全
く
因
果
性
を
有
し
な
い
、
と
す
れ
ば
．

　
彼
，
れ
、
は
彼
れ
の
理
念
よ
う
し
．
て
、
侮
等
の
結
果
を
菟
経
験
申
に
期
待
す
る
こ
と
が
禺
來
ぬ
か
ら
で

　
あ
る
。
唯
だ
此
場
合
，
、
ご
，
、
の
理
性
の
「
因
果
性
は
、
ど
ζ
、
裟
で
竜
本
膣
的
因
果
性
と
し
て
．
域
劇
界
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
け
る
開
聞
．
i
制
約
を
…
ぱ
離
ぎ
る
る
；
の
み
な
ち
詳
ず
郭
尊
い
結
果
－
勲
経
．
・
験
的
系
、
列
の
威
性
的
，
制
、
約
・
を
ば
始
め
’

　
め
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぎ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
て
生
起
・
せ
－
し
む
為
露
の
能
力
馬
（
図
・
血
卜
く
・
瞳
H
）
と
し
て
解
せ
ら
る
る
こ
と
を
要
す
る
ば
、
か
ゆ
で
あ

　
る
。

　
　
吾
入
は
上
平
、
純
糠
實
践
理
性
の
原
理
の
概
、
念
よ
う
癬
登
し
て
、
そ
れ
の
本
質
及
型
式
に
つ
き
て

　
考
察
し
、
更
ら
に
、
此
の
原
理
を
蓮
じ
て
，
垂
れ
の
根
聖
な
る
自
由
の
客
観
的
實
在
性
を
・
ば
権
利
付
け
，

　
か
く
し
て
此
の
緯
樺
實
践
漣
－
性
あ
－
原
理
・
ζ
ば
（
實
践
的
先
験
的
根
擦
の
上
き
に
打
建
て
ん
と
し
π
の

捌
で
あ
る
・
を
れ
故
に
吾
入
曽
凝
れ
よ
ウ
更
ら
に
辛
み
て
庇
ρ
源
理
の
自
彊
と
，
す
る
慮
め
封
象
の

　
　
　
　
　
實
騰
理
性
批
鋼
の
根
本
・
問
題
に
就
て
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
「
　
セ
七



　
　
　
　
　
哲
學
研
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、
．
、
第
三
＋
號

㎜
．
撫
念
は
果
し
て
何
ぞ
や
ど
い
ふ
こ
と
の
考
察
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

1

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
純
梓
實
践
理
性
の
封
象
の
概
念

七
八

　
融
先
づ
証
跡
理
怜
か
野
蜘
と
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
・
カ
ソ
・
に
よ
れ
峻
實
践
理

性
の
勤
象
と
は
、
『
自
由
に
よ
る
可
能
的
結
果
と
し
て
の
卦
象
の
表
象
』
で
あ
る
。
或
は
叉
、
『
そ

の
勤
象
叉
は
そ
れ
の
反
言
が
、
よ
っ
て
以
て
實
現
せ
ら
る
べ
き
底
心
と
意
志
と
の
關
係
』
で
あ
る

　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ギ
　

ヘ
　
へ

從
て
或
物
が
純
粋
實
践
理
性
の
封
象
な
り
や
否
や
、
を
面
様
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
『
若
し
吾
人
に
，

そ
れ
に
封
ず
る
能
力
だ
に
あ
ら
ば
、
或
封
象
が
實
現
せ
ら
る
る
行
爲
を
ば
、
意
志
す
る
こ
と
が
可
能

な
る
か
、
叉
は
不
可
能
な
る
か
、
を
匝
出
す
る
≧
と
、
』
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
『
實
践
理
性
の

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

再
戦
の
野
象
は
、
善
及
悪
（
（
Ψ
口
門
Φ
　
弼
口
自
　
H
W
α
阻
Φ
）
に
關
す
る
二
言
で
あ
る
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
回
る
。
之

れ
前
者
は
、
御
押
鯉
か
の
必
然
的
封
戸
を
ば
意
味
し
、
後
者
は
ふ
嫌
♂
心
立
ガ
の
封
象
を
意
味
す
る
か
、
而

竜
爾
者
と
竜
、
理
性
の
原
理
に
從
ふ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
』
（
箪
ぐ
●
＄
ぎ
）

　
然
し
な
が
ら
、
右
の
如
き
意
昧
の
翻
意
を
ば
實
践
理
性
が
有
す
る
と
い
ふ
≧
と
は
、
果
し
て
如
何

な
る
意
昧
で
あ
ら
う
か
。
吾
人
が
上
來
考
察
し
て
來
π
、
濫
徳
的
法
則
の
概
念
よ
ウ
す
れ
ば
、
純
粋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

實
紅
血
牲
に
關
し
て
は
、
原
漣
と
そ
れ
の
濁
象
の
概
念
と
は
全
く
同
一
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
叡
。



　
そ
の
間
に
は
決
し
て
．
實
質
的
の
冤
別
が
あ
つ
で
は
な
ら
諏
。
　
抑
も
純
粋
理
性
は
、
そ
れ
肖
か
ら
實

　
践
的
た
る
こ
と
が
出
來
、
而
て
決
し
て
欲
求
能
力
の
實
質
、
帥
ち
そ
れ
の
實
現
が
希
求
せ
ら
る
る
慮

　
の
封
象
に
ょ
う
て
規
呈
せ
ら
る
る
ζ
と
は
洋
帆
ね
と
云
ふ
こ
と
は
、
遮
れ
迄
繰
返
へ
し
て
力
読
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
＼
　
　
　
　
　
一

　
ら
れ
π
痺
聴
あ
b
港
、
ノ
趨
れ
故
に
鷹
一
婦
舞
性
め
B
封
象
p
は
」
道
、
徳
・
的
，
法
、
期
㍉
そ
れ
、
自
身
の
、
實
現
及
び
、
不
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
さ
ま
を
　
　
　
き
　
こ
ら
　
　
　
ら
　
　
し
　
ミ
　
　
　

　
　
　
ニ
　
　
　
　
へ
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
．
・
現
と
い
、
3
。
ご
ど
の
外
罰
粉
で
も
あ
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
帥
ち
此
の
意
味
に
於
て
、
善
三
悪
が
實

　
践
理
性
の
唯
一
の
野
象
で
あ
る
、
と
言
ふ
乙
と
が
出
早
る
の
で
あ
る
。

　
　
然
し
な
が
ら
、
吾
人
は
翻
っ
て
、
此
の
實
践
理
性
の
原
理
と
、
そ
れ
の
景
象
の
概
念
の
本
質
的
の
意

　
味
を
ば
一
層
深
く
反
省
す
る
な
ち
ぱ
、
蛤
、
り
爾
春
は
・
そ
れ
が
療
理
と
－
し
て
、
又
ば
封
象
と
、
し
、
て
考
へ

　
ら
み
る
，
限
う
に
於
て
、
吾
人
の
道
徳
的
意
識
に
於
て
、
決
し
て
、
全
，
然
向
訟
，
d
位
置
．
を
、
要
求
す
、
る
ご
ど

　
矯
爽
階
と
云
ふ
こ
と
を
ば
曲
見
す
る
で
あ
ら
う
・
即
ち
カ
ン
｝
に
よ
れ
ば
『
煎
焼
悪
の
概
念

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
は
、
決
し
て
道
徳
的
法
則
以
前
に
存
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
却
て
道
徳
的
法
瑚
の
後
に
．
叉
そ
れ
に
よ

　
り
て
の
み
規
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
』
（
鷲
・
＜
・
唄
9
換
言
す
れ
ば
、
『
封
．
象
と
し
て
の
善
の
概

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
念
が
、
道
徳
的
法
則
を
ば
規
定
し
且
つ
之
を
可
能
な
ら
し
む
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
却
て
滋
徳
的
法
則

　
が
、
先
づ
善
の
概
念
を
規
定
し
、
且
つ
之
れ
を
ば
可
能
な
ら
し
む
・
る
の
で
脚
あ
る
。
』
　
（
箕
・
＜
・
ミ
）
　
そ
弗

聴
馨
源
理
は
屠
人
の
道
徳
蘭
意
識
な
於
系
善
の
瓶
念
に
琵
些
玉
薩
島
本
的
で
あ
導
善
な
る

　
　
　
　
　
貴
蹟
理
漉
枇
判
の
根
準
問
題
に
蕊
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九



　
　
　
　
　
斬
…
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究
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八
G

岬
が
故
に
霊
徳
憲
法
期
が
命
ず
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
道
徳
的
法
諺
が
命
ず
る
が
故
に
善
な
の
で
あ
る
。

－
む
舞
臨
海
恥
齢
御
無
勢
㌃
ピ
瑛
や
奪
、
重
事
於
姦
駿
レ
至
識
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
・

　
・
あ
の
カ
ン
蚤
が
『
遽
徳
の
伽
形
而
上
學
の
墓
礎
』
の
勢
頭
に
於
て
、
『
凡
て
此
の
世
に
於
て
、
否
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
般
に
叉
此
投
以
外
逸
於
て
も
、
無
制
約
的
に
善
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
得
べ
き
込
の
は
、
唯
だ
善
意
の

　
外
は
考
ふ
る
乙
と
は
出
面
諏
。
』
（
Φ
、
・
b
。
ど
と
云
つ
禿
の
竜
、
亦
此
の
婬
女
を
あ
ら
は
し
だ
慈
の
と
．
言

　
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
こ
れ
善
意
と
は
や
が
℃
道
徳
的
法
則
に
從
ふ
意
志
に
直
な
ら
な
い
か
ら

　
で
あ
る
。

　
　
、
二
　
右
の
如
く
、
實
践
理
性
の
封
象
と
し
て
の
善
細
心
の
概
念
は
唯
だ
意
志
が
道
徳
的
法
則
に

　
ょ
ウ
で
規
定
せ
ら
る
る
や
否
や
と
い
ふ
≧
と
に
よ
ウ
て
、
始
め
て
道
徳
的
意
識
に
現
は
れ
來
る
竜

　
の
で
、
決
し
て
道
徳
的
法
則
が
善
及
悪
の
概
念
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
從
て
此
の
善
及
悪
の

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
概
念
D
は
、
』
本
來
人
格
の
行
爲
に
關
直
せ
る
竜
の
で
あ
っ
氏
も
、
決
て
そ
の
威
霊
・
三
態
に
開
係
せ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
で
は
な
い
。
：
：
：
或
は
叉
物
件
に
開
逸
せ
る
も
の
で
は
な
い
』
（
鷲
．
＜
・
刈
。
。
）
と
言
ム
こ
と
が
出

　
捻
る
。
然
る
に
今
若
し
吾
人
に
し
て
、
普
通
爲
さ
る
る
如
く
、
善
蚕
豆
の
概
念
を
ば
道
徳
的
法
則
よ

　
り
導
き
出
さ
ず
し
て
、
却
っ
て
善
窓
蓋
の
概
念
よ
ウ
道
徳
的
法
則
を
ば
導
き
禺
さ
ん
と
せ
ば
、
か
く

　
し
て
打
建
て
ら
れ
霞
る
道
徳
酌
原
理
は
、
當
．
然
快
樂
読
、
幸
編
訟
の
實
質
的
原
理
と
な
っ
て
し
嚢
は



　
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ツ
。
何
と
な
れ
ば
、
此
の
揚
舎
、
基
本
概
念
と
し
て
の
慢
気
悪
の
概
念
は
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
然
道
徳
的
法
期
と
關
係
な
き
を
以
て
．
こ
は
唯
だ
、
『
そ
れ
の
存
在
が
快
樂
を
ば
約
束
し
、
而
て
そ
の

　
竜
の
を
ば
生
ず
る
爲
に
は
、
主
観
の
因
果
性
’
即
ち
欲
求
能
力
を
ば
規
定
す
る
腱
の
或
物
』
（
℃
ジ
ζ
ざ
）

　
た
う
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
今
『
如
何
な
る
表
象
が
、
快
樂
を
俘
ひ
、
如
弼
な
る
表
象
が
不
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
を
俘
ぶ
か
を
先
天
的
に
識
別
す
る
こ
と
を
得
碧
い
故
に
直
螢
に
善
叉
は
悪
な
る
麗
の
慈
の
を
見

　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

　
出
す
は
、
発
く
経
験
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
』
（
喝
胃
・
，
〈
・
笥
O
）
か
く
て
、
此
の
如
き
、
快
不
快
の
威
情
、
從

　
て
経
験
的
、
後
天
舶
の
根
擦
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
善
及
悪
の
概
念
め
上
に
建
て
ら
れ
だ
る
這
徳

　
的
原
理
は
忍
受
、
實
質
的
な
経
験
的
な
、
快
樂
識
幸
難
読
に
終
る
べ
き
運
命
を
有
っ
て
み
る
と
言
は

　
な
け
れ
ば
な
ら
諏
か
ら
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
善
及
悪
の
概
念
は
、
そ
れ
が
實
践
理
性
の
醤
．
象

　
だ
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
限
ウ
に
於
て
。
乙
は
ど
こ
ま
で
も
、
賢
徳
的
法
意
そ
の
も
の
に
於
て
の
み
、
そ

　
れ
の
根
本
的
意
義
を
登
窯
す
べ
き
竜
の
で
、
決
し
て
認
れ
が
、
道
徳
母
法
期
を
規
定
す
る
原
理
π
る

　
ζ
と
は
出
家
訟
。
換
言
す
れ
ば
善
及
悪
の
概
念
は
、
純
粋
意
志
即
善
意
、
撃
て
道
徳
的
法
則
そ
の
竜

　
の
の
自
慰
と
し
て
の
み
、
そ
の
意
義
と
言
値
と
を
有
す
る
竜
の
と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。

　
　
三
　
以
上
の
如
’
曳
純
，
粋
、
實
、
践
．
理
、
性
の
晶
福
島
に
・
し
七
困
道
・
徳
的
法
「
則
そ
の
竜
の
・
の
自
墨
と
・
し
て
め
、
「

遡
誰
笈
事
＠
撫
念
で
護
る
ξ
す
段
迄
髪
次
に
起
覚
る
問
題
髭
の
這
欝
法
珊
の
男
呼

　
　
　
　
　
蟹
践
理
髄
批
判
の
根
本
・
問
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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八
二

細
る
．
善
導
悪
は
．
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
現
實
界
に
實
現
せ
ら
る
る
恥
帥
ち
拓
、
れ
の
實
瞭
晦
適
用
の

一
．　

、
方
法
、
ば
、
、
如
何
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
ρ
而
て
か
の
『
純
，
粋
三
聖
酌
剣
噺
力
の
範
型
に
就
て
』
の
節

　
は
．
即
ち
此
の
問
題
を
ぱ
考
察
し
尤
竜
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃

　
・
吾
人
は
此
の
濫
徳
的
法
則
の
實
際
的
適
用
に
つ
き
て
考
ぶ
る
に
當
う
、
之
れ
を
ば
先
づ
、
理
論
理

　
性
の
揚
言
に
於
け
る
範
疇
の
實
際
的
適
用
と
比
較
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
、
カ
シ
ト
に
よ

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
れ
ば
、
悟
性
の
範
疇
は
、
『
域
性
直
槻
の
…
難
多
を
ば
先
天
朗
な
る
意
識
の
下
に
異
言
π
す
』
　
加
役
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
へ
　
　
ひ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
っ
慮
の
竜
の
で
あ
う
、
而
て
果
れ
に
議
し
て
、
意
志
の
範
疇
即
ち
肖
由
の
範
疇
は
、
『
欲
求
の
下
多
を

　
ぱ
、
道
徳
的
法
鋼
に
よ
ム
て
命
令
す
る
腱
の
實
践
理
性
叉
は
先
天
的
敦
る
純
灘
意
志
の
意
識
の
統

　
一
に
從
は
し
む
る
』
に
役
立
つ
庭
の
も
の
で
あ
る
。
（
鷲
・
＜
謬
）
然
る
に
今
前
者
即
ち
悟
性
の
範

　
疇
の
揚
合
に
あ
み
て
は
、
こ
は
感
性
直
観
と
は
全
く
異
種
的
の
も
の
で
あ
ウ
、
且
つ
何
等
直
門
に
封

　
し
て
開
係
を
有
せ
ざ
る
を
以
て
．
之
が
如
何
に
し
て
剛
般
に
現
象
に
適
用
せ
ら
れ
得
る
か
、
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
と
隷
な
右
一
閲
題
－
で
あ
う
た
。
　
而
て
懸
れ
に
封
ず
る
解
答
は
、
一
方
此
の
範
疇
と
同
種
な
る
、

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
カ
　
　
ぬ

　
從
て
知
的
に
し
て
純
潔
な
る
、
而
て
他
方
に
於
て
、
感
性
的
な
る
第
三
者
が
輿
へ
ら
る
る
と
云
ふ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
と
に
よ
ウ
て
全
う
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
疫
。
而
て
此
第
三
者
は
、
や
が
て
カ
ン
ト
の
所
謂
先
験
的

　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
圖
式
（
け
棺
窪
川
切
N
Φ
鐸
幽
Φ
疑
酔
麟
｝
①
o
優
　
ω
O
｝
回
①
ご
P
夢
）
帥
ち
『
概
念
に
幽
し
て
・
そ
れ
の
常
葉
を
ば
供
す
る
蕉
門
力
の



　
普
遍
的
作
用
』
（
内
．
9
ざ
ぐ
．
困
霞
）
で
あ
っ
だ
。
而
も
之
れ
に
か
か
は
ら
ず
、
悟
性
の
範
疇
は
、
『
吾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
可
能
な
る
凡
て
の
高
槻
に
…
屈
し
て
、
唯
だ
無
限
定
的
に
、
封
象
一
殴
を
ば
、
普
遍
的
概
念
に
よ
垂
て
、

　
表
示
す
る
腱
の
思
想
形
式
』
（
℃
弊
ぐ
・
謬
）
に
過
ぎ
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
然
る
に
之
に
反
し
て
．
自

　
由
§
の
範
疇
φ
揚
合
に
あ
り
て
嫁
道
徳
的
法
賜
は
、
そ
れ
爵
か
ら
、
感
性
界
に
於
け
る
外
的
所
輿
と
し

　
て
④
行
－
爲
た
關
係
な
き
を
以
て
、
之
れ
に
卜
し
て
、
『
如
何
な
る
直
観
竜
又
如
何
な
る
圖
式
竜
、
そ
れ

　
の
適
用
の
諦
め
に
、
具
禮
的
に
供
給
せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
遣
徳
的
法
．
則
は
、
悟
性
そ
の
竜
の
以

　
外
に
、
他
の
自
然
の
野
象
に
乱
し
て
之
を
適
用
す
る
ど
を
介
す
る
他
の
認
識
能
力
を
有
し
な
い
。
』

　
（
下
尾
・
ぐ
・
・
。
。
魯
換
言
す
れ
ば
、
額
面
的
法
則
の
個
々
の
行
爲
へ
の
適
用
は
、
決
し
て
か
の
悟
性
の
範
疇
の

　
場
　
合
の
如
く
、
構
想
力
に
よ
り
て
媒
介
せ
ら
る
る
芝
を
得
な
い
。
却
て
悟
性
が
、
純
粋
叡
智
的
性
質

　
を
有
し
而
も
自
然
に
鍔
す
る
立
法
者
と
し
て
、
之
れ
に
畳
込
せ
る
限
ウ
に
去
て
．
此
の
悟
性
に
よ
φ

　
て
の
み
媒
介
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
～
か
‘
く
て
今
威
二
言
に
於
て
喜
・
人
に
可
能
な
る
行
爲
を
ば
、

　
純
－
粋
實
躁
的
法
劉
め
下
に
包
撮
す
る
に
際
し
て
は
．
威
性
的
自
然
の
憎
つ
「
の
串
家
事
乏
し
て
の
行

　
く
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
へ

　
爲
～
⑳
重
罪
き
は
い
問
“
題
…
で
乱
鉢
な
－
矯
。
｝
、
．
換
書
す
れ
ば
、
糞
從
茎
此
揚
入
電
的
圖
式
が
問
題
で
は
－
な
く
し

　
　
　
　
、
　
㌔
、
一
匙
、
、
，
V
尊
、
、
，
、
、
ぜ
，
、
一
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱈

　
て
、
却
て
、
法
則
そ
れ
自
身
の
圖
式
が
，
「
周
題
な
の
で
あ
る
。
』
（
℃
ド
ζ
Q
。
。
。
一
匹
）
そ
れ
故
に
、
此
の
空
合
、
悟
性

脳
は
、
威
性
の
圖
式
に
あ
ら
ず
し
て
脚
貯
を
而
か
二
二
官
の
封
象
に
よ
皇
具
禮
的
に
表
は
さ
れ
得

　
　
　
　
　
費
践
理
性
三
朔
の
級
本
問
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
八
三
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八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
慮
の
法
鰯
を
、
從
て
自
然
法
を
ば
、
唯
だ
そ
れ
の
形
式
に
隠
し
て
の
み
．
剣
断
力
の
爲
め
の
法
則
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
り

し
て
表
ば
す
こ
と
が
出
來
る
。
而
て
此
の
意
思
に
於
て
、
カ
ン
ト
は
、
自
然
法
を
ば
、
滋
徳
法
の
範
型

　
角
団
℃
羨
鳥
＄
ロ
Q
§
Φ
ロ
σ
q
Φ
ω
象
N
霧
）
　
と
呼
ん
で
，
居
る
。
　
（
娼
P
郵
Q
◎
恥
）

　
然
ら
ば
、
道
徳
的
法
則
は
、
此
の
自
然
法
を
ば
範
型
と
し
て
、
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
、
實
際
的
行
爲

に
適
用
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
滋
徳
的
法
期
に
從
ひ
て
、
『
個
々
の
竜
の
を
ば
、
抽

象
的
規
律
の
下
に
包
擬
す
る
』
怒
罵
力
の
自
然
法
的
規
律
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ

ン
ト
に
よ
れ
ば
、
元
來
自
然
法
は
．
そ
の
本
性
上
、
法
則
一
般
の
標
型
と
し
、
て
役
立
・
つ
庭
の
竜
の
で
あ

る
。
　
從
て
若
し
、
具
禮
的
行
為
に
於
け
る
絡
率
が
、
同
時
に
吾
人
自
か
ら
の
指
す
る
薗
然
の
法
則
と

し
て
意
志
せ
ら
れ
得
る
、
と
云
六
こ
と
が
示
さ
る
る
な
ら
ば
．
之
れ
に
よ
う
て
、
此
の
格
率
は
實
践
的

法
則
叉
は
善
の
理
性
理
念
に
適
合
す
る
、
と
器
ふ
こ
と
が
．
謹
示
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
道

徳
・
的
法
則
の
野
際
的
適
用
の
規
律
は
次
の
如
く
に
、
之
を
表
は
す
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
、
『
若
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

青
鷺
に
し
て
滅
自
か
ら
竜
そ
の
U
部
な
る
虚
の
唐
網
の
法
則
に
從
ひ
て
起
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

な
ら
ば
、
汝
は
、
汝
が
麗
的
と
せ
る
行
爲
を
ば
、
汝
薗
か
ら
の
意
志
に
ょ
う
て
可
能
な
る
屯
の
と
し
て

よ
く
之
れ
を
認
め
得
る
や
否
や
、
と
云
ふ
こ
と
を
ば
自
か
ら
問
へ
。
』
（
唾
く
・
。
。
恥
）
と
云
ふ
こ
と
之
れ
」

で
あ
る
。
而
て
カ
ン
ト
は
，
か
の
『
道
徳
の
形
而
上
學
の
基
礎
』
に
於
て
は
、
干
れ
を
ば
道
徳
法
の
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第
一
の
型
式
の
無
形
と
し
て
、
衣
の
如
く
に
表
は
し
て
居
る
。
即
ち
、
『
汝
の
行
爲
の
格
牽
が
、
汝
の

　
　
　
　
　
　
つ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

意
志
に
よ
り
て
、
普
遍
的
自
然
法
と
な
る
べ
き
や
う
に
行
探
せ
よ
。
』
（
Q
ざ
改
9

　
但
し
鼓
に
注
意
し
て
置
か
な
け
鷺
ね
ミ
ζ
乏
は
、
葺
人
の
行
金
の
格
率
と
普
遍
的
自
然
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
セ
へ
じ

と
の
こ
の
比
較
ば
、
ど
し
ま
で
竜
、
道
徳
的
法
則
の
卵
綴
的
適
L
用
の
方
式
・
で
あ
，
つ
て
、
決
し
、
セ
，
意
．
志
め

響
桝
颯
で
は
熱
烈
ピ
言
歪
と
で
み
る
・
即
を
嫉
『
此
の
如
き
自
然
法
は
唯
事
道
徳
的
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

理
に
從
ひ
て
、
行
爲
の
格
率
を
ば
批
掬
す
る
範
型
に
過
ぎ
な
い
。
若
し
、
行
爲
の
格
寧
が
、
凝
然
法
一

般
の
飯
前
に
堪
え
得
る
如
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
せ
ば
、
そ
は
全
く
逡
徳
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
』
（
嘆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
・
。
。
9
と
云
ふ
ご
と
を
ば
示
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
從
っ
て
．
こ
嫉
決
し
て
意
志
の
動
機
を
ば

規
定
せ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
梅
謄
と
鋳
舜
毎
旨
蟹
ば
弓
滋
．
徳
的
、
、
海
購
．
ξ
い
9
一
，

抽
鋤
骨
形
式
醜
本
，
贋
遜
御
事
や
が
然
し
，
苓
慮
決
全
て
濠
本
を
動
ふ
す
原
動
力
で
，
は
な
φ
、
．
、
然
ら

ば
吾
人
の
道
徳
的
意
志
を
動
か
し
て
、
歯
舞
蘭
法
覆
そ
の
も
の
の
量
質
の
動
機
と
な
る
も
の
は
果

し
て
如
何
な
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
顧
れ
が
次
に
起
・
9
來
る
問
題
で
あ
る
。

臓

四
　
純
粋
實
践
理
性
の
藤
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ゐ

カ
ン
ト
は
、
純
輝
實
践
夢
助
の
動
磯
（
6
鼠
。
σ
h
㊦
幽
。
擁
）
帥
ち

　
費
践
理
幾
批
判
の
根
止
不
甑
凹
題
に
勘
槻
て

『
良
己
の
意
志
が
、
そ
れ
の
本
性
上
、
客

　
　
　
　
　
　
　
八
五
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八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

観
的
野
鋼
に
必
然
的
に
合
致
し
ゐ
ら
し
ざ
る
生
類
の
意
志
の
主
観
的
規
定
根
面
』
（
℃
ざ
く
・
。
。
5
の
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
ゆ
　
ヘ
　
へ

質
に
つ
き
て
考
察
す
る
爲
め
に
、
先
づ
適
法
性
と
道
徳
性
乏
の
二
概
念
を
ば
湿
隠
す
る
。
即
ち
カ

ン
ト
に
よ
れ
ば
、
行
爲
の
あ
、
ら
ゆ
る
道
心
的
償
値
の
本
質
は
、
前
に
竜
、
述
べ
た
る
如
や
、
道
徳
的
法
期

が
、
直
接
に
意
志
を
ば
規
定
す
と
云
ふ
乙
と
で
索
け
れ
ば
な
ら
粛
。
然
る
に
今
假
令
意
志
規
定
は
、

道
徳
的
法
則
に
合
致
し
て
起
る
も
n
若
し
そ
の
意
志
規
定
に
し
て
輩
に
為
る
威
情
よ
ウ
し
て
起
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

決
し
て
『
法
則
そ
の
竜
の
の
爲
あ
に
起
つ
π
竜
の
で
な
い
p
な
も
ば
、
そ
の
行
爲
は
、
適
法
性
（
ピ
Φ
σ
Q
乙
箪
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

は
有
す
る
で
あ
ら
う
が
、
決
し
て
道
徳
牲
（
冒
9
豊
肇
）
を
ば
含
む
で
る
る
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
哩

　
（
鷲
◎
＜
●
。
。
刈
）
換
言
す
，
れ
ば
、
行
爲
の
道
徳
性
は
、
そ
の
行
器
が
輩
に
法
則
の
普
遍
性
必
然
性
の
要
求

に
合
す
る
の
み
な
ら
ず
、
此
の
壷
甲
逼
性
必
然
性
、
の
，
要
求
の
肖
、
畳
，
φ
下
に
、
箪
に
法
期
そ
の
も
の
の
爲

め
に
、
爲
さ
れ
控
富
合
、
帥
ち
F
客
「
観
的
規
’
定
－
根
縷
、
乏
し
て
－
の
－
法
則
ミ
が
、
同
蒔
に
、
充
－
分
な
る
主
観
的
規
定

根
運
擦
ζ
と
な
れ
－
る
、
揚
合
に
於
「
て
、
始
め
て
實
現
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
駅
る
。
㌔
然
ら
ば
此
の
客
観
的
規
定

根
櫨
と
し
て
の
溢
徳
画
法
期
は
、
如
何
に
し
℃
主
観
的
規
定
痴
愚
勘
ち
動
機
と
な
こ
る
と
が
出
摩

る
で
あ
ら
う
か
。

　
然
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
に
於
て
は
、
如
何
に
し
て
道
徳
的
法
則
が
意
志
の
動
機
と
な
る
こ
と
が
可

能
な
る
か
、
と
云
ふ
こ
と
は
、
前
に
竜
述
べ
論
る
如
く
、
如
何
に
し
て
自
由
は
可
能
な
る
か
、
と
云
ふ
周



　
題
と
等
し
く
．
渋
れ
を
ば
理
論
的
に
解
く
乙
と
の
出
器
品
問
題
で
あ
っ
だ
。
（
鷲
．
＜
・
。
。
。
。
）
而
も
こ
は

　
同
時
に
工
芸
的
に
は
全
く
解
く
こ
と
を
要
せ
ざ
る
ほ
ど
確
實
な
る
理
性
の
事
實
で
あ
っ
だ
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ミ
　
へ

　
れ
故
に
吾
人
が
今
問
題
と
す
る
彪
は
、
何
故
に
道
徳
的
法
則
は
そ
れ
膚
か
ら
に
於
て
動
機
を
與
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
、
涛
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
る
か
、
と
云
ぶ
こ
と
に
あ
ら
ず
し
啄
如
，
何
－
な
る
－
仕
方
に
．
、
於
て
道
徳
、
的
、
溝
則
は
動
機
と
な
る
か
、
叉
如

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
何
な
る
影
響
に
そ
は
欲
求
能
力
の
上
に
有
す
る
が
、
と
去
ぷ
こ
と
を
ば
先
天
的
に
示
す
と
云
ふ
こ

　
と
で
を
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
二
　
前
に
竜
述
べ
π
る
如
く
、
道
徳
的
油
糧
に
よ
る
意
志
の
凡
て
の
規
定
の
本
質
は
、
意
志
が
自

　
由
意
志
と
し
て
、
從
て
唯
だ
威
性
的
衝
動
の
共
働
な
ら
き
の
み
な
ら
ず
、
此
等
の
も
の
を
ば
悉
く
排
除

　
す
る
ε
に
よ
ウ
て
、
叉
道
徳
的
法
期
に
反
封
ず
る
限
り
凡
て
の
性
癖
を
ば
麹
制
す
る
と
に
よ
ウ
て
、

　
輩
に
道
徳
的
法
期
に
よ
ウ
て
の
規
定
せ
ら
る
る
と
云
ぶ
と
に
存
す
る
。
そ
れ
故
に
、
此
限
う
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
て
は
、
動
機
と
し
て
の
道
徳
的
法
期
の
作
用
は
、
先
づ
輩
に
溜
極
的
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
臓
。
然
し
な
が
ら
此
の
道
徳
的
法
論
の
吾
人
に
封
ず
る
無
極
的
面
心
は
、
同
時
に
叉
必
然
的
に
積

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
極
的
八
尋
を
も
俘
ひ
來
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
『
そ
轟
の
表
象
が
、
害
人
の
意
志
の
規
定
根

　
櫨
と
し
て
、
吾
人
の
貞
魯
魚
於
て
吾
人
を
ぱ
服
從
ぜ
し
む
る
如
ぎ
も
の
は
．
そ
れ
が
積
極
的
に
、
且
つ
い

㎜
規
定
肝
胆
で
あ
る
限
軌
そ
れ
自
ら
廻
齪
げ
憬
（
診
ぎ
σ
・
を
ば
喚
起
す
る
込
の
で
あ
る
・
』
葺
ζ
登
）

　
　
　
　
　
實
践
理
蝕
批
判
の
根
本
問
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
津
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哲
墨
研
究
　
　
第
三
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

然
る
に
今
道
徳
的
法
則
は
、
そ
れ
の
甥
立
物
、
郎
ち
吾
人
に
存
す
る
凡
て
の
性
癖
に
反
照
す
惹
乙
と

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
よ
ウ
て
、
先
づ
自
愛
自
負
を
ば
打
破
し
謙
」
賭
せ
し
む
る
故
に
、
こ
は
當
然
最
大
の
畏
敬
の
情
の
封

象
で
な
け
れ
ば
な
ら
痴
。
重
て
、
経
験
的
根
源
よ
う
戯
せ
ざ
る
、
先
天
的
に
認
識
せ
ら
る
る
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

威
情
の
面
擦
で
な
け
れ
ば
な
ら
「
ぬ
。
　
そ
れ
故
に
此
の
道
徳
的
紅
血
に
鍋
す
る
畏
敬
の
情
は
、
知
的

へ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

根
音
よ
り
生
ぜ
ら
る
る
立
番
で
あ
ウ
、
而
て
吾
人
が
全
く
先
天
的
に
認
識
も
得
る
、
且
つ
そ
れ
の
必

へ
　
　
へ

・
然
、
性
を
認
め
得
る
唯
一
の
威
情
で
あ
る
。
6
ざ
く
・
G
。
㊤
一
㊤
O
）
而
て
此
の
意
味
に
於
て
、
畏
敬
の
情
は
層

か
の
滋
徳
的
法
則
の
影
式
的
本
質
と
し
て
の
普
遍
性
必
然
性
が
、
意
志
の
客
観
的
規
定
根
擦
だ
み

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ド
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ
じ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
弔
し
て
こ
は
意
志
の
主
観
的
規
定
根
糠
帥
ち
動
機
で
あ
る
。
嚴
密
に
言
へ
ば
『
主
観
的
に
動

ヘ
コ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

機
と
し
て
考
へ
ら
れ
理
る
道
徳
性
そ
の
も
の
』
（
℃
ざ
く
・
鴇
一
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

　
三
　
　
右
の
如
く
、
道
徳
的
行
爲
は
、
客
槻
的
に
は
、
道
徳
的
法
則
の
形
式
主
槻
的
に
は
、
道
徳
的
法
期

に
封
ず
る
畏
敬
の
情
に
よ
う
て
規
定
せ
ら
る
る
こ
と
に
よ
う
て
虞
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ト
　
ハ
く
ヒ

き
行
爲
は
、
や
が
て
こ
れ
カ
ン
ト
の
所
謂
義
務
（
椙
空
。
ぽ
）
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
即
ち
カ
ン
ト
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

『
義
務
の
概
念
は
、
客
齪
的
に
は
重
刷
の
一
致
を
要
求
し
、
主
観
的
に
画
影
の
格
傘
に
於
て
は
、
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
よ
る
意
志
の
唯
一
の
規
定
根
櫨
と
し
て
の
法
則
に
甥
す
る
畏
敬
の
情
を
ば
要
求
す
る
。
』
　
（
寧

　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ぐ
・
¢
。
。
）
と
言
ふ
て
居
る
。
か
く
で
二
三
の
凡
℃
の
琶
徳
的
便
値
は
、
行
爲
が
義
務
よ
ウ
し
て
爲
さ



　
れ
し
、
と
云
ふ
こ
と
に
存
し
、
決
し
て
そ
の
行
爲
が
愛
好
そ
の
他
の
性
癖
に
よ
ム
て
動
か
さ
る
る
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
き
も
の
に
存
し
な
い
。
然
る
に
今
義
務
は
、
そ
の
本
性
上
實
践
的
張
要
（
鷲
跳
酔
ぎ
冨
2
ま
葱
σ
q
自
茜
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
た
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ば
そ
の
申
に
含
ん
で
居
る
。
郎
ち
乙
は
法
、
則
へ
の
服
從
と
し
て
。
即
命
令
と
し
て
何
等
の
快
鳳
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
　
な

　
竜
含
ま
な
い
の
み
な
ら
ず
、
撃
て
三
野
に
封
ず
る
多
量
の
不
快
威
を
ば
含
ん
で
居
る
。
而
も
此
の

　
不
快
な
る
強
要
は
、
唯
だ
吾
人
膚
か
ら
の
理
性
の
立
法
に
よ
釦
て
の
み
行
は
る
る
を
以
て
．
を
は
叉

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
一
種
の
高
揚
（
團
筈
①
び
毒
σ
Q
）
を
ば
含
ん
で
居
る
。
　
而
て
芳
情
に
罫
す
る
此
の
主
観
的
作
用
は
、
純
粋
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
蹟
理
性
が
、
そ
れ
の
唯
一
の
原
因
な
る
限
ウ
、
此
の
理
性
に
聞
し
て
自
己
承
認
二
巴
び
客
σ
凶
葺
σ
Q
巷
0
9
）
と
稽

　
せ
ら
る
る
乙
と
が
出
來
る
。
（
寧
く
9
㊤
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然
し
な
が
ら
此
の
義
務
意
識
は
、
右
の
外
に
、
本
甲
前
池
濤
か
ら
の
理
性
よ
晒
し
て
與
へ
ら
れ
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
る
純
粋
實
践
的
法
則
を
ば
畳
上
し
來
る
限
め
に
出
て
、
吾
人
を
し
て
、
吾
人
に
於
け
る
二
重
性
（
凶
≦
Ψ

　
夢
。
蔭
を
ば
認
識
ぜ
し
む
る
の
で
あ
る
。
撃
ち
此
の
義
務
は
人
間
を
ば
、
威
性
的
良
己
以
上
に
高
む

　
み
も
の
、
唯
だ
悟
性
の
み
が
思
惟
す
る
こ
と
を
得
而
竜
同
時
に
筆
墨
牲
界
を
ば
叉
時
署
内
に
於
け

　
る
人
間
の
経
験
的
全
存
在
及
び
あ
ち
ゆ
る
目
的
の
土
壁
を
ば
支
配
す
る
虚
の
践
醸
的
事
物
の
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
V
　
、
　
　
　
　
　
一
㌃
ー
ー
ヒ
、
…
一
・
．
一
、
、
…

　
序
に
、
人
擦
を
ば
結
付
．
く
る
腱
の
竜
の
で
あ
る
。
而
て
こ
単
や
が
頂
人
、
格
、
性
パ
説
識
窪
ぎ
｝
涛
①
詳
）
．
即
ち

撒
聖
翻
然
び
樹
紐
ゴ
ゲ
び
郎
平
鞘
方
立
に
外
港
罪
業
炉
∵
而
も
此
の
人
格
性
嫉
岡
時
に
叉
猫
異
な

　
　
　
　
　
實
践
理
性
批
朔
の
糧
本
問
題
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
八
九



　
　
　
　
　
哲
　
畢
　
研
　
究
　
　
第
三
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
や
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
へ

m
　
る
法
上
師
ち
彼
自
身
の
理
性
に
よ
う
て
與
へ
ら
れ
だ
る
純
粋
實
践
的
法
期
に
從
ふ
生
類
の
能
力

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヵ
　
へ

　
ど
し
て
考
へ
ら
れ
ろ
。
か
く
て
此
の
『
二
つ
の
世
界
に
厩
す
る
竜
め
と
し
て
．
人
間
は
、
彼
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
サ
へ

　
本
質
を
ば
彼
の
第
二
の
而
て
最
高
の
規
定
に
呈
し
で
、
唯
だ
敬
震
の
．
情
を
以
て
、
而
て
叉
そ
れ
の
法

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
．

　
期
を
ば
畏
敬
の
情
を
以
て
の
外
は
、
考
ふ
る
こ
と
を
得
な
い
、
乏
云
ぷ
こ
と
は
、
決
し
て
異
し
む
に
足

　
ら
な
い
の
で
あ
％
。
』
（
嘆
く
・
H
O
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